
大
麟

『
真
宗
安
心
正
偽
編
』

成
立
の

は
じ
め
に

近
世
に
起
こ
っ
た
浄
土
真
宗
最
大
の
評
論
と
し
て
伝
え
ら
れ
る
三
業
惑
乱
の

近
因
辻
、
宝
麿
十
四
(
一
七
六
回
)
年
に
刊
行
さ
れ
た
本
願
寺
第
六
代
能
化
功

存
の
著
わ
し
た
『
顕
生
揮
命
弁
』
(
以
下
『
掃
命
弁
乙
で
あ
っ
た
。
そ
の
『
場

命
弁
』
を
支
柱
と
し
て
い
た
当
時
の
西
本
願
寺
教
団
教
学
に
対
し
て
末
流
か
ら

で
た
最
初
の
批
判
書
辻
、
天
明
四
(
一
七
八
四
)
年
、
輿
正
寺
第
二
十
四
世
法

高
の
内
意
を
受
け
て
書
か
れ
た
と
い
わ
れ
る
、
当
時
興
正
寺
学
顕
で
あ
っ
た
泉

。

州
船
尾
一
瓦
立
寺
(
顔
立
寺
)
大
鱗
(
実
相
霜
)
の
『
真
宗
安
心
正
偽
編
』
(
以
下

『
正
偽
編
』
)
で
為
る
。

こ
の
『
正
偽
編
』
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
主
な
評
価
は
、
大
原
性
実
氏
が
、

『
婦
命
弁
』
に
対
し
て
第
一
矢
を
放
っ
た
の
は
僧
撲
の
門
入
、
泉
州
の
大

麟
で
あ
っ
て
、
『
真
宗
正
鵠
編
』
が
そ
の
駁
論
の
書
で
あ
る
。
次
で
第
二

矢
を
送
っ
た
の
が
讃
岐
の
大
谷
派
宝
厳
で
あ
る
。
『
興
復
記
』
即
ち
こ
れ

で
み
る
。
屈
し
て
最
後
に
精
綾
な
る
論
理
を
以
て
論
鋒
堂
々
完
膚
な
き
ま

で
に
刻
扶
し
て
遂
に
起
つ
能
は
ざ
ら
し
め
た
の
が
大
請
の
『
横
超
宣
道
金

大
鱗
『
真
宗
安
心
正
鵠
一
線
』
成
立
の
一
考
察

考
委ミ
ノ』、

ヰヒ

広之
E 

至

大

争

開
鉾
』
で
あ
る
。

と
し
、
ま
た
木
村
武
夫
・
本
村
寿
両
氏
が

こ
の
よ
う
な
功
存
の
主
張
に
対
し
て
、
在
野
の
学
匠
達
の
中
か
ら
批
判
す

三る

七全

品員
年九

五イ
刀， '" 

-;r:: (J) 

i為で、

FZ 
喜三
わ二二
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スi三 日司
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大た
麟の
では
あ
る天
。明

彼西

は
典
正
寺
の
末
徒
で
あ
り
、
興
正
寺
法
高
の
命
を
受
け
、
功
存
の
書
を
反

駁
す
る
た
め
に
書
い
た
の
で
る
る
。
こ
う
し
て
寛
政
一
冗
(
一
七
八
九
)
年

興
正
寺
法
高
辻
大
麟
の
働
き
を
得
て
、
三
業
婦
命
説
を
斥
け
、
正
偽
安
心

@
 

を
門
末
に
論
示
し
た
。

と
述
べ
ら
れ
、
さ
ら
に
可
西
大
秀
氏
が

遂
に
典
正
寺
法
高
僧
正
は
泉
州
の
大
麟
(
僧
撲
の
門
下
)
に
依
嘱
し
て

「
真
宗
安
心
正
偽
篇
」
を
著
し
、
功
存
の
「
婦
命
弁
」
を
弁
駁
せ
し
め
た
。

そ
れ
は
天
明
四
年
期
ち
功
存
就
職
の
明
和
六
年
を
後
れ
る
こ
と
約
十
五
年
、

「
帰
命
弁
L

公
刊
後
二
十
年
で
あ
っ
て
、
本
願
寺
派
に
於
け
る
弁
難
書
の

④
 

最
初
の
も
の
で
あ
っ
た
c

と
述
べ
て
お
与
れ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
鑑
み
る
と
、
大
麟
の
『
正
偽
編
』



は
、
本
願
寺
派
内
か
ら
出
た
『
帰
命
弁
』
に
対
す
る
弁
難
の
第
一
矢
で
あ
り
、

三
業
惑
乱
の
端
露
で
あ
っ
た
と
評
価
さ
れ
、

門
末
に
対
し
て
正
偽
安
心
を
論
一
不

し
た
書
物
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
木
村
武
夫
・
木
村
寿
詞
氏
が
、

近
世
に
お
け
る
教
義
解
釈
の
差
異
と
本
末
争
論
と
の
関
係
を
述
べ
る
申
で
、

こ
う
し
た
教
義
解
釈
の
差
異
と
本
末
紛
争
の
関
係
を
整
理
す
れ
ば
、
一
応

本
願
寺
を
学
林
派
と
見
な
し
新
義
派
と
す
れ
ば
、
興
正
寺
H
古
義
派
、
光

行
寺
日
新
義
派
、
損
満
寺
H
吉
義
派
と
な
り
、
本
末
関
係
を
争
っ
て
い
る

争

下
寺
は
す
べ
て
上
寺
と
異
な
る
教
義
解
釈
を
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

と
分
類
さ
れ
る
こ
と
か
ら
推
測
す
れ
ば
、
典
正
寺
門
主
法
高
の
内
意
を
受
け
て

著
わ
さ
れ
た
と
さ
れ
る
『
正
鵠
一
編
』
も
ま
た
、
古
義
派
に
位
霊
づ
け
ら
れ
る
書

物
と
し
て
お
お
よ
そ
評
価
さ
れ
て
き
た
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

確
か
に
『
正
偽
編
』
は
、
「
部
源
を
擢
く
」
の
一
章
を
設
け
、
全
体
の
三
分

の
一
に
及
ん
で
『
帰
命
弁
』
に
破
斥
の
弁
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
三

業
惑
乱
と
い
う
教
学
論
争
史
の
枠
組
み
の
中
か
ら
窺
え
誌
、
駁
書
の
第
一
と
し

て
取
扱
わ
れ
研
究
が
な
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
当
然
の
理
で
あ
り
、
非
西
本
願
寺

学
林
教
学
と
い
う
側
面
か
ら
す
れ
ば
、
少
な
か
ら
ず
古
義
派
(
正
義
派
)
に
位

置
づ
け
る
こ
と
は
可
龍
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、

い
ま
見
て
き
た
よ
う
に
、
『
正
偽
編
』
が
三
業
惑
乱
史
と

い
う
枠
組
み
の
中
に
限
定
さ
れ
て
取
扱
わ
れ
、

か
つ
主
に
大
議
・
道
器
等
を
代

表
せ
し
め
古
義
派
(
正
義
派
)
と
呼
祢
さ
せ
て
き
た
で
あ
ろ
う
教
学
体
系
の
う

ち
に
、
非
学
林
派
と
い
う
理
由
の
み
で
同
殉
に
位
量
づ
け
ら
れ
よ
う
と
す
る
こ

れ
ま
で
の
研
究
態
安
は
、
『
正
鵠
編
』
に
対
し
て
正
当
な
評
楢
が
十
分
に
な
さ

れ
て
き
た
と
は
言
い
難
い
の
で
は
な
い
か
。

そ
れ
辻
、
『
正
偽
編
』
冒
頭
に
、

是
議
甲
辰
ノ
夏
、

タ
マ
タ
マ
興
正
法
主
侍
講
ノ
命
ヲ
蒙
リ
、
不
肖
其
径
二

堪
サ
ル
ヲ
固
辞
ス
ト
イ
ヘ
ト
モ
、
法
主
ノ
息
重
ク
、
令
最
ニ
シ
テ
、
敢
一
ア

辞
ス
ル
コ
ト
ヲ
エ
ス

乃
チ
小
無
量
寿
経
ノ
大
帰
ヲ
述
テ

一
会
ノ
講
ニ

充
ツ
、
語
、
ン
テ
後
克
ノ
日
、
法
主
人
ヲ
シ
テ
語
、
ン
ム
、
南
ノ
方
讃
列
ノ
門

徒
等
、

コ
ノ
頃
不
正
ノ
法
ヲ
談
シ
、

ヤ
ヤ
宗
乗
ノ
安
心
ヲ
乱
ス
ア
リ
ト
粗

以
開
ス
ル
ト
コ
ロ
ナ
リ
、
所
謂
紫
ノ
朱
奪
フ
カ
如
キ
カ

コ
ノ
偽
ヲ
正
サ

ス
レ
ハ
、

上
ミ
仏
桓
ノ
冥
底
ニ
背
キ
、
下
モ
将
来
ノ
門
徒
ヲ
シ
テ
、
報
士

需
生
ノ
益
ヲ
失
セ
シ
メ
ン

と
あ
り
、
本
来
こ
の
書
が
、
当
時
興
正
寺
の
中
合
地
盤
で
あ
っ
た
讃
較
の
地
で

起
っ
た
不
正
の
法
を
正
す
為
に
著
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
『
帰
命
弁
』
も
こ
の

不
正
の
法
の
邪
源
と
し
て
破
斥
さ
れ
て
い
る
事
}
と
を
ま
ず
押
さ
え
な
け
れ
ば
を

ら
な
い
。
ま
た
、
「
是
歳
甲
長
ノ
夏
L

と
あ
る
前
々
年
の
天
明
二
(
一
七
八
二
)

年
に
は
、
兼
帯
所
で
あ
っ
た
天
満
御
坊
に
「
本
山
」
の
表
札
を
掲
げ
、

さ
ら
に

前
年
の
天
明
三
(
一
七
八
三
)
年
に
は
、
同
じ
く
兼
号
所
で
あ
っ
た
富
田
林
梅

坊
に
「
本
山
」
の
高
札
を
立
て
る
と
い
う
よ
う
に
、
近
世
初
期
よ
れ
ソ
再
三
別
派

独
立
し
よ
う
と
全
国
し
て
き
た
思
念
が
、
こ
こ
三
業
惑
乱
前
夜
期
に
き
て
最
大

援
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
る
こ
と
や
、
寸
法
主
人
ヲ
シ
テ
謂
シ
ム
」
と
あ
る

そ
の

τ
入
」
が
、
本
願
寺
に
対
し
て
批
暫
的
態
度
を
取
り
'
続
け
て
い
た
執
政
宅

号

間
内
記
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
を
同
時
に
考
え
合
わ
せ
る
と
き
、
か
か
る
『
正
偽

編
』
は
一
方
別
派
狙
立
計
画
の
一
端
を
担
う
書
物
と
し
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら



れ
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

さ
れ
る
正
し
く
非
学
林
H
H

古
義
派
の
教
学
と
如
何
に
相
違
し
、
共
通
し
て
い
る

す
な
わ
ち
、
『
正
鵠
編
』
と
い
う
書
物
を
取
扱
う
場
合
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う

の
か
が
間
わ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
明
ら
か
に
な
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

興
正
寺
の
中
心
的
地
盤
で
あ
っ
た

以
上
の
よ
う
な
こ
と
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
当
論
文
で
は
、
大
麟
の

讃
岐
の
法
難
、

に
三
業
惑
乱
史
と
い
う
枠
組
み
と
同
時
に
、

『
正
偽
編
』
を
、
主
に
、
興
正
寺
別
派
独
立
運
動
史
と
い
う
枠
組
の
中
に
お
い

さ
て
、

さ
ら
に
は
、
典
正
寺
別
派
独
立
運
動
史
と
い
う
枠
組
み
か
ら
の

そ
の
教
学
に
つ
い
て

て
取
れ
ソ
上
げ
て
み
た
い
。
そ
こ
で
ま
ず
近
世
初
期
、
興
正
寺
が
ど
の
よ
う
に
別

考
察
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、

派
狙
立
を
実
現
し
よ
う
と
し
て
き
た
の
か
を
概
観
し
な
が
ら
、

そ
の
歴
史
の
中

も
、
単
に
非
学
林
日
古
義
派
と
い
う
位
置
づ
け
が
与
え
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、

で
『
正
偽
一
編
』
が
如
何
に
成
立
し
、

ど
の
よ
う
な
役
割
を
担
い
得
た
の
か
を
探

讃
岐
で
起
こ
っ
た
不
正
義
の
邪
源
と
し
て
『
帰
命
弁
』
が
位
置
づ
け
ら
れ
、
破

斥
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
、

年
号

五三
禄

慶 天
長正

承寛元
応、永和

明
暦

万
治

二八八一四一一一
二 九 二 0

7乙一瓦

西
暦

一
五
六
七

一
五
六
九

一
五
九
一

一
五
九
九

一
六

O
七

一
六
二
二

一
六
二
一
一

一
六
五
三

一
六
五
四

一
六
五
五

一
六
五
八

そ
の
こ
と
が
、
後
の
大
濠
・
道
思
等
に
代
表

っ
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

主

要

事

項

顕
尊
、
興
正
寺
乙
入
寺
す
る

顕
尊
、
脇
門
跡
と
な
る

顕
尊
、
顕
如
と
と
も
に
天
満
か
ら
京
都
七
条
堀
川
に
移
る

第
十
七
世
・
顕
尊
、
没
(
三
十
六
歳
)

準
尊
、
東
本
穎
寺
へ
の
転
派
を
企
て
扮
争
、
准
如
に
誓
紙
を
出
す

第
十
八
世
・
准
尊
、
没
(
三
十
八
議
)

幕
府
、
諸
本
山
に
末
寺
帳
の
提
出
を
命
じ
る

議
本
廷
寿
寺
月
感
、
能
化
西
吟
を
批
判
、
西
吟
こ
れ
に
反
論
す
る

準
秀
・
具
尊
、
月
惑
に
与
し
て
、
摂
津
天
満
郁
坊
に
移
る

准
秀
、
讃
岐
に
赴
き
、
高
松
藩
主
松
平
頼
重
と
会
談
す
る

准
秀
、
上
洛
し
、
『
安
心
相
違
之
覚
書
L

を
著
す

良
如
、
『
破
安
心
相
違
覚
書
』
を
著
し
、
准
秀
に
反
論
す
る

幕
府
、
一
件
に
つ
い
て
裁
断
を
下
す

准
秀
、
越
後
高
田
今
町
に
、
良
尊
、
天
満
御
坊
に
逼
塞
す
る

准
秀
・
良
尊
、
逼
塞
を
解
か
れ
婦
寺
す
る

(
承
応
の
関
塘
)

大
講
『
真
宗
安
心
正
鵠
編
』
成
立
の
一
考
察



廷
宝

一
瓦
禄

宝延寛享
歴享保保

明
和

四三元八五二八二三
一一一一一一

四
元一一一国
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一
六
六

O

一
六
七
四

一
六
八

O

一
六
八
九

一
六
九
二

一
七
二
三

一
七
回
一

一
七
回
六

一
七
五
回

一
七
六
一

一
七
六
二

一
七
六
四

一
七
六
四

一
七
六
六

一
七
六
七

一
七
六
九

国

第
十
九
世
・
准
秀
、
没
(
五
十
四
歳
)

超
秀
(
良
尊
息
男
、
書
庸
、
仏
光
寺
随
如
)
、
高
松
藩
主
松
平
頼
重
養
子
と
な
り
、
仏
光
寺
に
入
る

第
二
十
世
・
良
尊
、
没
(
五
十
歳
)

第
二
十
一
世
・
寂
眠
、
没
(
十
八
歳
)

幕
府
、
諸
本
山
に
末
寺
帳
の
提
出
を
命
じ
る

亮
超
(
寂
永
息
男
・
瀧
丸
・
仏
光
寺
寛
如
)
、
二
条
縞
平
の
養
子
と
な
っ
、
仏
光
寺
に
入
る

寂
聴
、
話
国
門
末
に
本
堂
再
興
の
渚
患
を
下
す

典
正
寺
末
寺
、
約
二
千
ヶ
寺
と
な
る

寂
永
、
大
僧
正
を
願
い
出
る

法
如
、
本
寺
を
超
、
え
た
異
例
の
昇
進
顕
い
の
為
、
寂
永
の
大
常
正
昇
進
を
拒
否
す
る

寂
永
、
内
密
に
朝
廷
に
申
請
し
、
大
僧
正
と
な
る
。

寂
永
、
大
僧
正
の
件
、
西
本
願
寺
に
前
例
と
し
な
い
旨
の
詫
状
を
差
し
出
す

第
二
十
二
世
・
寂
永
、
没
(
八
十
四
歳
)

讃
岐
東
光
寺
了
空
、
『
玄
義
分
弱
匠
紀
(
西
巻
)
』
を
著
す

越
前
平
乗
寺
功
存
、
越
前
乗
穎
寺
龍
養
の
異
義
(
無
婦
命
安
心
)
を
糾
す

越
前
平
乗
寺
功
存
、
『
顕
生
帰
命
弁
』
を
刊
行
す
る

播
磨
真
港
寺
知
日
選
、
『
浄
土
真
宗
本
尊
義
』
を
著
わ
し
、
第
四
代
能
化
法
案
の
本
尊
論
を
批
判
す
る
(
明
和
の
法
論
)

讃
岐
東
光
寺
了
空
、
讃
州
栗
熊
村
専
立
寺
に
て
「
改
海
文
」
を
讃
題
に
法
産
を
開
講
す
る

京
都
元
経
寺
教
乗
、
讃
州
粟
熊
村
福
成
寺
に
て
「
選
択
集
』
を
開
演
す
る

京
都
光
経
寺
教
乗
、
了
空
法
産
に
対
す
る
批
判
書
『
鍛
是
決
』
を
著
す

讃
岐
東
光
寺
了
空
、
『
真
宗
択
善
録
』
を
著
し
て
、
教
乗
『
川
似
日
疋
決
』
に
反
駁
す
る

讃
岐
東
光
寺
了
空
、
西
本
願
寺
に
赴
き
教
乗
と
対
論
を
迫
っ
た
が
、
本
尊
義
論
争
の
為
に
婦
寺
す
る

京
都
光
隆
寺
教
乗
、
『
斥
異
弁
』
を
著
し
て
、
了
空
『
択
善
録
』
を
再
破
す
る

讃
岐
東
光
寺
了
空
、
『
藷
柾
編
』
を
著
す

讃
蚊
東
光
寺
了
空
、
『
鴨
鵠
問
答
』
を
著
す

功
存
、
第
六
代
能
化
と
な
る

讃
岐
東
光
寺
了
空
、
『
復
批
弁
(
二
巻
)
』
を
著
す
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讃
岐
東
光
寺
了
空
、
『
入
出
二
門
錆
頚
参
考
(
二
巻
)
』
を
著
す

阿
波
東
光
寺
、
盤
〈
正
寺
に
「
蜘
脚
本
山
」
の
蟻
を
寄
進
す
る

西
本
願
寺
、
所
司
代
に
訴
え
て
「
御
本
山
」
の
織
を
撤
去
さ
せ
る

塩
屋
別
院
輪
番
諦
正
寺
義
天
、
讃
岐
に
て
三
業
婦
命
誌
を
説
く

諦
正
寺
義
天
、
了
空
徒
と
の
乾
諜
に
よ
り
、
藩
命
に
よ
る
処
罰
を
受
け
免
職
さ
せ
ら
れ
る

挑
国
天
皇
后
恭
礼
門
段
、
桃
園
天
皇
の
十
三
回
忌
に
お
い
て
、
盈
〈
正
寺
に
党
謹
を
寄
進
す
る

西
本
穎
寺
、
盤
〈
正
寺
の
新
党
鐘
を
特
別
に
許
可
す
る

本
堂
礎
石
を
築
く
に
あ
た
り
、
茶
花
門
設
か
ら
「
本
山
」
の
織
が
寄
進
さ
れ
る
噂
が
の
ぼ
る

江
戸
城
本
丸
女
中
年
寄
花
園
か
ら
の
寄
進
状
に
「
本
山
典
正
寺
L

と
記
載
さ
れ
る

法
古
河
、
摂
関
近
荷
内
前
よ
り
十
ヶ
条
の
論
告
を
受
け
る

興
正
寺
堂
僧
三
光
寺
、
宝
物
披
露
の
た
め
讃
岐
へ
下
り
、
同
時
に
教
乗
徒
の
三
業
帰
命
を
設
斥
す
る

天
諦
御
坊
に
「
本
山
」
の
表
札
を
掲
げ
る

讃
較
の
教
乗
徒
(
十
二
名
)
、
藩
命
に
よ
り
刑
罰
を
受
け
る

富
田
林
僻
坊
前
に
「
本
山
」
の
高
札
を
掲
げ
る

天
満
僻
坊
の
「
本
山
」
表
札
の
撤
去
を
幕
府
か
ら
命
じ
ら
れ
る

法
高
、
諸
国
門
末
に
本
堂
(
樽
堂
)
造
営
の
消
息
を
下
す

報
恩
講
を
西
本
願
寺
と
同
時
に
執
行
す
る

功
存
、
報
思
議
翌
日
、
文
如
新
門
主
の
前
で
法
談
を
行
い
、
欲
生
帰
命
を
主
張
す
る

泉
州
一
五
立
寺
大
麟
、
『
阿
弥
陀
経
』
を
開
講
す
る

泉
州
一
疋
立
寺
大
麟
、
『
真
宗
安
心
正
偽
編
』
を
著
わ
し
、
功
存
の
『
願
生
帰
命
弁
』
を
批
判
す
る

一
つ
御
堂
の
上
棟
が
行
わ
れ
る

豊
前
教
覚
寺
崇
廓
、
『
芳
観
正
鵠
篇
』
を
著
わ
し
て
、
大
麟
を
批
判
す
る

玄
伎
、
『
弾
妄
篇
』
を
著
わ
し
て
、
大
麟
を
批
判
す
る

泉
州
一
克
立
寺
大
麟
、
『
真
宗
安
心
正
儀
後
編
』
著
し
、
崇
窮
『
傍
観
正
偽
篇
』
を
批
判
す
る

三
河
善
永
(
宝
最
)
、
『
興
複
記
』
を
刊
行
し
て
、
功
存
の
『
顧
生
婦
命
弁
』
を
批
判
す
る
。

学
林
大
衆
、
大
麟
『
真
宗
安
心
正
偽
編
』
を
糾
明
す
る
よ
う
本
山
に
訴
願
す
る
が
、
顔
下
げ
と
な
る
。

寂
聴
、
西
本
願
寺
と
の
約
束
を
破
ワ
大
僧
正
と
な
る

大
麟
『
真
宗
安
心
正
鵠
編
』
成
立
の
一
考
察

五



寛
政

元八

一
七
八
八

一
七
八
九

一
七
九

O

一
七
九
四

一
七
九
五

一
七
九
六

一
七
九
七

一
七
九
八

一
八

O
一

一
八

O
四

一
八

O
五

/、

泉
州
一
克
立
寺
大
麟
、
『
讃
州
法
義
邪
正
実
録
』
を
著
し
て
、
讃
岐
了
空
徒
の
異
義
を
批
判
す
る

越
前
諦
土
寺
龍
渓
、
『
帰
命
問
答
』
を
著
し
、
功
存
の
『
願
生
婦
命
弁
』
を
批
判
す
る

泉
州
一
五
立
寺
大
麟
、
三
口
同
僧
和
讃
』
を
開
講
す
る

法
高
、
「
真
宗
安
心
法
正
消
息
」
を
著
し
、
三
業
帰
命
を
批
判
す
る

泉
州
一
克
立
寺
大
麟
、
法
高
の
命
を
受
け
て
讃
岐
高
松
僻
坊
に
て
、
十
日
十
夜
の
講
義
を
行
う

泉
州
一
疋
立
寺
大
麟
、
『
真
宗
金
蹴
杵
」
を
著
す

法
吉
岡
、
『
顕
真
実
要
義
集
』
を
著
す

第
二
十
回
世
法
高
、
没
(
五
十
九
議
)

第
六
代
能
化
功
存
、
没
(
七
十
七
歳
)

智
洞
、
第
七
代
能
化
に
就
任
す
る

真
恕
、
興
正
寺
家
督
を
相
続
す
る

芸
州
勝
円
寺
大
議
、
『
横
超
直
道
金
制
鉾
』
刊
行
す
る

真
恕
、
本
顕
寺
で
得
麦
の
例
を
披
り
、
妙
法
院
で
得
度
す
る

幕
府
、
三
業
惑
乱
を
裁
決
す
る

寺
桂
奉
行
脇
坂
安
薫
、
本
顕
寺
と
の
一
件
に
つ
き
、
真
恕
に
法
誤
差
し
止
め
な
ら
び
に
、

真
恕
、
諸
国
門
末
に
泊
息
を
達
す
る

逼
塞
を
達
す
る

つ
て
の
仏
覚
寺
の
昔
に
た
ち
か
え
り
一
派
本
山
に
な
ろ
う
と
の
本
念
を
い

別
派
独
立
す
る
た
め
の
課
題

だ
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
志
念
を
い
だ
か
し
め
た
直

先
に
掲
載
し
た
年
表
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
近
世
に
お
け
る
興
正
寺
の
歴

接
の
原
因
辻
本
末
制
度
の
成
立
に
為
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
本
末
制
度
の

確
立
に
よ
っ
て
本
願
寺
門
主
を
項
点
と
す
る
踏
層
的
支
配
機
構
が
形
成
さ

れ
、
教
自
の
機
構
は
制
変
化
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
上
下
階
級
の
差
別
の
も

と
に
あ
っ
て
、
下
位
の
も
の
は
上
位
へ
の
ぼ
ろ
う
と
す
る
の
が
詣
で
あ
旬
。

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
集
約
さ
れ
る
と
い
、
羽
る
c

史
は
、
事
あ
る
ご
と
に
酉
本
顕
寺
に
反
発
し
、
如
何
に
本
寺
か
ち
離
脱
し
て
一

文享
イ七和

七八九
一O

一瓦元一一一

派
本
山
と
な
る
か
を
模
索
し
続
け
て
き
た
別
派
組
立
運
動
の
霊
史
で
あ
っ
た
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
千
葉
乗
隆
氏
が
、

興
正
寺
を
し
て
こ
の
よ
う
に
し
つ
よ
う
に
別
派
独
立
運
動
を
行
わ
せ
た
の

辻
、
鏡
知
の
東
本
願
寺
別
立
の
事
実
に
刺
戟
さ
れ
、
そ
の
前
身
で
あ
る
か

し
か
し
な
が
ら
、
千
葉
氏
が
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
本
末
制
度
が
下
寺
興
正
寺



を
し
て
別
派
独
立
の
思
念
を
抱
か
し
め
た
だ
け
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。
本

末
制
度
は

い
ま
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
本
寺
西
本
願
寺
と
末
寺
輿
正
寺
と
い
う

関
係
の
中
で
語
ち
れ
る
な
ら
ば
、
興
正
寺
に
と
っ
て
正
し
く
刻
派
独
立
の
思
念

を
抱
か
し
め
た
直
接
的
原
因
と
な
り
/
得
る
で
あ
ろ
う
が
、
中
本
寺
輿
正
寺
と
そ⑤

 

の
末
寺
と
い
う
関
係
の
中
で
語
ら
れ
る
と
き
、
当
時
、
「
凡
一
千
九
百
十
余
所
」

の
下
寺
を
右
し
て
い
た
興
正
寺
に
と
っ
て
も
ま
た
、
末
寺
統
制
を
進
め
、
自
坊

存
続
に
関
わ
る
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
制
麦
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
構
造
、

つ
ま
り
、
上
寺
立
向
つ
て
は
離
反
の
原
因
と
を
り
、
下

寺
に
向
つ
て
は
護
寺
・
護
教
と
な
る
よ
う
な
原
因
、
す
な
わ
ち
、
上
寺
に
対
し

て
は
非
正
統
と
な
号
、

そ
の
こ
と
が
そ
の
ま
ま
下
寺
に
対
し
て
正
統
を
顕
示
す

る
よ
う
な
原
国
の
模
索
こ
そ
、
近
世
を
通
し
て
別
派
独
立
を
志
念
し
続
け
た
異

正
寺
に
課
せ
ら
れ
た
課
題
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、

そ
の
よ
う
な
課
題
を
模
索
し
て
い
た
典
正
寺
を
支
え
、
常
に
一
派
本

出
た
つ
得
る
と
い
う
自
負
を
懐
か
し
め
て
い
た
の
は
、
地
の
西
本
願
寺
末
寺
と

ほ
一
一
課
を
画
し
て
い
た
輿
正
寺
の
も
つ
強
自
性
で
あ
る
。
か
か
る
組
自
性
に
関

し
て
、
こ
れ
ま
で
の
諸
先
輩
方
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
て
ま
と
め
る
な
ら
ば
以

⑬
 

下
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

① 

第
十
四
世
蓮
秀
が
一
家
衆
に
列
せ
ら
れ
、
ま
た
第
十
七
世
顕
尊
が
脇
門
跡

と
な
り
、
西
本
頼
、
寺
教
団
内
に
お
い
て
特
異
を
地
位
を
し
め
て
い
た
。

e 
中
世
末
期
頃
か
ら
、
西
本
願
寺
と
は
別
に
興
正
寺
末
端
坊
な
ど
に
よ
る
仏

光
寺
系
の
流
れ
を
も
っ
た
、
「
光
明
本
尊
」
、
「
名
号
」
、
「
蓮
宗
主
勧
章
L

等
の
販
売
を
莱
ね
た
独
自
な
布
教
活
動
を
行
っ
て
い
た
。

大
麟
『
真
宗
安
心
正
偽
編
』
成
立
の
一
考
察

ミ号

当
時
の
西
本
願
寺
末
寺
の
四
分
の
一
に
相
当
す
る
約
二
千
ヶ
寺
前
後
の
下

④ 

寺
を
有
し
て
い
た
。

長
州
藩
毛
利
氏
や
高
松
藩
松
平
氏
な
ど
の
、

集
を
築
き
、
公
的
権
力
を
帯
て
い
た
。

地
方
右
力
者
な
ど
と
親
戚
関

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
輿
正
寺
の
有
す
る
強
自
性
の
中
で
も
、
特
に
い
ま
問

題
と
し
て
い
る
独
立
運
動
を
後
押
し
し
、
直
接
的
助
力
と
な
り
得
て
い
た
の
は
、

④
地
方
有
力
者
と
の
密
接
な
関
係
で
あ
ろ
う
。
当
時
、
圧
倒
的
多
数
の
民
衆
を

信
伸
面
か
ら
記
握
し
て
い
た
真
宗
寺
院
と
の
乾
離
を
回
避
し
た
い
と
い
う
地
方

領
主
の
思
惑
と
、
公
的
権
力
を
後
ろ
盾
と
し
た
宗
教
的
権
威
(
教
権
)
に
よ
る

末
寺
統
制
を
行
お
う
と
す
る
興
正
寺
と
の
志
惑
が
一
致
し
て
い
っ
た
と
こ
ろ
に

。

結
球
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
親
域
関
誌
辻
、
輿
正
寺
を
し
て
一
派
本
山
を

実
現
す
る
た
め
の
強
力
な
後
ろ
君
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

近
世
に
お
け
る
地
方
有
力
者
と
典
正
寺

ま
ず
最
初
ζ
、
近
世
に
お
け
る
輿
正
寺
の
親
戚
関
張
図
を
国
示
し
て
お
き
た

1.-. 
0 

近
世
初
期
、
輿
正
寺
と
地
方
有
力
者
と
の
親
戚
関
係
は
、
慶
長
七
三
六
O

一
一
)
年
に
長
州
藩
毛
利
輝
元
の
養
女
(
元
小
早
川
秀
款
の
妻
、
実
父
は
毛
利
氏
重

歪
宍
一
戸
元
秀
)
が
第
十
八
世
准
尊
に
諒
い
だ
こ
と
に
始
ま
る
。
そ
の
後
、
准
尊

の
四
男
準
円
が
右
田
毛
利
二
代
天
野
一
瓦
倶
の
三
女
を
妻
に
し
、
九
男
同
乗
(
具

重
)
が
一
五
倶
の
弟
阿
曽
沼
一
瓦
理
の
二
女
を
妻
に
し
て
、
三
女
が
毛
利
作
家
臣
宍
戸

就
尚
へ
と
嫁
い
で
い
る
。
ま
た
、
親
戚
関
係
以
外
に
も
、
興
正
寺
第
十
九
世
准

七



年

派
心
分

日山寺

什

け

願

七
本

!
i

長
西

慶

東

初

葉足

東
本
願
寺
第
十
二
世
・
慶
長
十
九
年
没

一
男
・
党
寿
(
教
如
)

東
本
願
寺
第
十
三
世
・
万
治
一
克
年
没

三
男
・
元
従
(
官
一
如
)

西

本

鹿

寺

第

十

一

世

西

本

巌

寺

第

十

二

世

・

寛

永

七

年

没

三
男
・
光
佐
(
顕
如

)
i
1
i
二
一
男
・
光
黒
(
造
語
)

【近世】長ナトi藩・高松藩と輿正寺関係図毛
蒋
元
就

一一男吉
川
一
冗
春

男小
早
川
隆
景

五女云
音戸

高I 襲

四
男毛

利
一
克
清

一
男毛

利
藍
元

七
男
-
右
田
毛
利
担

天
野
元
政

輿
正
寺
第
十
七
世
・
慶
長
四
年
没

l

二
男
・
佐
超
(
顕
尊
)

一

一

興

王

寺

第

十

八

世

・

元

和

入

年

没

二

一

男

・

昭

玄

(

准

尊

)

冷

泉

為

益

の

一

「

l
l
i
i
1

女

=

毛
利
輝
元
養
女

二
女一一

小
早
川
隆
景
養
子

小
早
川
秀
秋

喜
本
顧
寺
第
十
三
世
-
寛
丈
二
年
没

七
男
・
党
円
(
良
如
)糖関の応承年勾

J
U

一疋応承

」
ハ
戸
一
五
秀
し
;
一
計
戸
一
語

一丁

白
羽
通
凸
誌
の

匝
女

毛男 南女

利長=の三日
輝ナトi 方清
元藩 先
初寺
代

中

{割得、 正
一室穂型 久享
女-，-JII .i弓=子苔

l 語十! 重

弥!議主| 努
々 i 了 | 女

水
戸
藩
初
代

茜
本
願
寺
第
十
二
世
准
如
の
女

五

女

・

弥

々

一下
I

l

l

-

i

興
正
寺
第
十
九
世
・
万
治
三
年
没

二
男
・
昭
超
(
准
秀
)

一一

長
門
萩
清
光
寺
軒
代
住
持

国
男
・
准
円

一一
三
女

件~二戸
ハー - ~. 

Fゴ=二女警
就 -Z
肖 千正

室

期】
水
戸
藩
ニ
代

二
男
・
松
平
光
酉

高
松
藩
拐
代

一
男
・
松
平
頼
重

常
陸
府
中
藩
初
代

ー
五
男
・
松
平
頼
藍

松
平
頼
重
養
子
・
議
仏
光
寺
第
二
十
世

大
男
・
超
秀

肥
後
延
寿
寺
月
惑
養
子

四
男
・
円
尊
1

1

八

興
正
寺
第
二
十
一
一
世
・
宝
署
西
年
没

二
男
常
勤
(
寂
永
)
来

興
正
寺
第
二
十
世
・
廷
宝
八
年
没

二
男
・
円
超
(
良
尊
)

二
輿
正
寺
第
二
十
一
世
・
元
榛
一
一
年
没

二

三

男

・

由

常

(

寂

眠

)

茜
本
額
寺
第
十
三
世
良
如
の
女
ニ

七

女

・

拡

々

高

松

事

玉

松

平

頼

重

の

女

万
姫

輿
正
寺
第
二
十
三
世
・
天
明
七
没

1
二
男
・
常
頼
(
寂
聴
)

※

i
i
 

行
一
仏
光
寺
第
二
十
一
世

湾
「
三
男
・
尭
超
(
寛
如
)

弁命婦年出国十暦宝

輿
正
寺
第
二
十
回
世
・
寛
政
七
没

一
男
闇
揚
(
法
高
)

河望一二
曽一一女
"一、〆-、
子後
謹き
てご 長

歪二 九毘
e女一男蓄

円寺
空言
良日

董草

〔備考〕
・玄智『大谷本願寺通紀j第六(r真金j六八巻所収〉
・三坂圭治監修 回村哲夫編修『近世防長諸家系図綜覧j
{マツノ喜窟 1ヲ80)
f興正寺年表J (奨正寺発行 沙91)

主にこれらを参考にして関係国を作成した。なお、掲載の
出来事は、一応の目安として表記しておいたものである。



秀
の
時
弐
に
な
る
と
、
輝
一
五
の
妻
清
元
院
が
創
建
し
た
萩
清
光
寺
(
兼
帯
所
)

の
初
代
住
持
に
准
円
が
、
二
代
目
住
持
に
良
重
が
就
在
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と

は
、
当
時
の
長
州
藩
内
全
真
宗
寺
院
が
、
公
的
権
威
を
宥
し
た
興
正
寺
と
、
そ

の
兼
帯
一
昨
で
あ
る
語
光
寺
統
治
下
に
お
か
れ
た
こ
と
を
知
る
の
で
あ
り
、
事
実
、

毛
利
輝
元
と
准
尊
と
の
簡
で
長
州
藩
内
真
宗
寺
誌
は
す
べ
て
興
正
寺
与
力
寺
民

と
す
る
旨
の
「
奉
主
ご
が
存
在
し
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

時
代
が
下
る
に
し
た
が
っ
て
「
奉
書
」
の
効
力
は
薄
れ
、
西
本
願
寺
の
進
め
る

中
央
集
権
化
の
動
き
と
、
興
正
寺
・
一
清
光
寺
の
束
縛
か
ら
現
し
て
本
山
直
末
を

望
む
一
般
寺
院
の
増
加
に
と
も
を
い
、
三
業
惑
乱
期
に
至
っ
て
は
、
藩
内
に
お

げ
る
典
正
寺
の
権
限
が
衰
退
し
、

9
 

い
く
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
長
州
藩
下
の
状
況
に
あ
り
な
が
ら
、

一
般
寺
院
と
興
正
寺
の
力
関
慌
が
逆
転
し
て

興
正
寺
は
、
近
世
中
期
へ
と
進
む
に
つ
れ
て
、
讃
較
高
松
藩
と
の
関
係
を
築
き

上
げ
て
い
く
の
で
あ
る
。

近
世
護
岐
に
怠
け
る
真
宗
寺
院
数
は
、
二
回
一
ヶ
寺
と
さ
れ
、
そ
の
う
ち
一

。
三
ヶ
寺
が
輿
正
寺
寺
院
で
あ
ワ
、
全
体
の
半
分
近
く
を
占
め
て
お
り
、
や
辻

番

り
こ
こ
も
興
正
寺
に
お
い
て
は
中
心
的
地
盤
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

高
松
藩
と
の
関
係
は
、
そ
の
遠
因
が
、
准
尊
の
長
女
祢
々
が
水
戸
藩
初
代
能

川
頼
一
房
の
側
室
に
入
っ
た
こ
と
に
忘
れ
ソ
、
そ
の
長
男
で
あ
っ
た
高
松
藩
初
代
藩

主
松
平
頼
重
の
娘
万
姫
が
、
第
二
十
一
世
寂
蝦
に
嫁
い
で
い
る
。
そ
し
て
さ
ら

に
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
第
十
九
世
準
秀
の
六
男
超
秀
が
、
頼
重
と
養
子
関
係

を
結
ん
だ
後
、
す
ぐ
さ
ま
仏
光
寺
第
二
十
世
に
擁
立
さ
れ
、
次
い
で
仏
光
寺
第

二
十
一
世
に
も
輿
正
寺
第
二
十
一
世
寂
永
の
三
男
嘉
超
が
擁
立
さ
れ
て
い
る
の

大
麟
『
真
宗
安
心
正
鵠
編
』
成
立
の
一
考
察

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
高
松
藩
と
輿
正
寺
と
輿
正
寺
の
吉
巣
で
あ
っ
た
仏
先

寺
の
三
者
関
係
が
結
ぼ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
、
あ
る
意
味
一
五
来
仏
光
寺
系
の
流

れ
を
汲
ん
で
い
た
興
正
寺
の
原
点
回
婦
が
実
現
し
た
と
も
受
け
取
れ
る
も
の
で

あ
ろ
う
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
近
世
初
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
興
正
寺
が
築
き
上
げ
て

き
た
地
方
有
力
者
と
の
密
接
な
関
係
が
、

い
ざ
西
本
願
寺
と
の
論
争

さ
ら
に

独
立
運
動
の
中
で
問
題
と
さ
れ
て
く
る
の
辻
、
誇
ゆ
る
三
大
法
難
の
最
初
で
あ

る
承
応
の
関
騒
で
あ
る
。
次
に
、

そ
の
承
応
の
関
措
を
、
興
正
寺
の
独
立
運
動

と
い
う
視
点
か
ら
窺
っ
て
み
た
い
。

四

独
立
運
動
か
ら
み
た
承
応
の
閲
嬉
の
意
義

承
応
の
関
婿
は
、

承
応
一
瓦
(
三
ハ
五
二
)
年
か
ら
明
暦
一
五
(
一
六
五
五
)
年

に
起
っ
た
、
西
本
願
寺
初
代
能
化
西
吟
と
肥
後
廷
寿
寺
月
感
と
の
教
学
論
争
で

あ
る
が後

に
な
る
と
南
学
匠
の
論
争
は
傍
事
と
な
り
、
寧
ろ
本
顕
寺
対
興
正
寺
の

霊
す
が
そ
の
主
流
と
な
っ
て
、
宗
の
内
外
に
甚
し
き
震
動
を
与
え
匂

と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
本
来
酉
吟
対
月
感
の
教
学
論
争
で
あ
っ
た
も
の
が
、
本

寺
西
本
願
寺
と
末
寺
異
正
寺
と
の
本
末
論
争
へ
と
発
展
し
て
い
っ
た
騒
乱
で
も

あ
っ
た
。

教
学
論
争
が
、
西
本
願
寺
と
輿
正
寺
と
の
抗
争
へ
と
発
展
し
て
い
っ
た
き
つ

か
け
は
、
当
時
の
興
正
寺
門
主
准
秀
と
調
法
良
尊
が
、
承
応
二
(
一
六
五
三
)

年
に
西
本
願
寺
第
十
三
世
良
如
が
月
感
に
出
し
た
裁
決
書
を
不
服
と
し
て
、
報
杭

九



成
関
係
(
准
秀
四
男
円
尊
は
月
惑
の
養
子
)

平
頼
重
の
も
と
へ
と
赴
き
事
を
謀
ワ
、

を
天
溝
御
坊
へ
と
遷
し
た
こ
と
に
あ
る
。
そ
し
て
、
准
秀
は
翌
月
高
松
藩
主
松

で
あ
っ
た
月
感
に
与
し
、
密
か
に
壇

興
正
寺
准
秀
、

一
門
引
連
摂
津
天
満
へ
下
向
、
本
山
下
知
ヲ
背
、

⑬
 

月
中
旬
ヨ
ワ
一
本
寺
ノ
全
有
v
之

翌
年
四

と
あ
る
よ
う
に
、
別
派
独
立
の
企
て
を
起
こ
し
て
、
呉
揺
が
月
感
に
下
し
た
裁

承
応
二
(
一
六
五
三
)
年
十
二
月
二
十
一
日

決
童
日
を
批
判
し
た
『
安
心
相
違
之
覚
書
』
を
著
す
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

準
秀
・
良
尊
、
密
か
に
壇
を
天

承
応
三
(
一
六
五
四
)
年

三
月
二
十
五
日

四
月

十
一
日

中
旬

六
丹

十
九
ヨ

九
月

十
F、
日

明
暦
元
(
一
六
五
五
)
年

七
月
二
十
一
日

満
御
坊
へ
遷
す

准
秀
、
高
松
藩
主
松
平
頼
重
の

も
と
に
赴
き
事
を
謀
る

天
満
御
坊
へ
帰
寺
す
る

一
派
本
山
の
企
て
を
起
こ
す

准
秀
『
安
心
相
違
之
覚
書
』
を

著
し
て
、
月
惑
に
下
し
た
裁
決
書

を
批
判
し
、
安
心
の
梧
違
な
る
ミ

と
を
一
不
し
、
九
条
・
二
条
両
家
、

京
都
所
司
代
板
倉
罰
訪
守
重
宗
等

に
送
る

良
如
『
破
安
心
相
違
覚
書
』
を

著
し
て
準
秀
に
反
論
す
る

准
秀
・
良
尊
父
子
、
幕
府
よ
り

。

逼
塞
を
命
じ
ら
れ
る

長
州
藩
が
門
主
不
在
の
興
正
寺

に
対
し
て
経
法
的
支
援
を
行
っ
て

い
る

こ
こ
で
『
安
心
詔
達
之
覚
書
』
に
つ
い
て
詳
細
に
取
り
上
げ
る
こ
と
は
し
な

し1

IJ宝

そ
の
冒
頭
に

対
二
延
寿
寺
J

西
門
跡
ヨ
リ
書
付
ニ
。
然
ト
モ
学
入
ニ
ム
カ
フ
持
ハ
。

ソ

ノ
聖
教
ノ
理
ヲ
。

ア
キ
ラ
カ
キ
ニ
ノ
ヘ
サ
レ
ハ
。
学
問
の
詮
モ
ナ
ク
。
又

其
理
ヲ
心
得
サ
レ
ハ
。
諸
人
ヲ
敦
化
ス
ル
コ
ト
モ
ナ
ワ
カ
タ
シ
ト
云
々
。

8
 

当
家
ノ
コ
、
ロ
ト
ハ
。
大
キ
ニ
相
違
ナ
ワ
。

と
述
べ
て
、

興
正
寺
丹
安
心
の
立
場
が
、
西
本
願
寺
の
そ
れ
と
は
真
っ
向
か
ら

相
違
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
、

し
か
も
最
後
に
は
、

月
感
裁
決
書
所
引
の
聖
教

匂
解
釈
の
一
々
を
斥
け
て

右
引
ル
、
ト
コ
ロ
ノ
文
託
。
宗
意
未
諌
ノ
ユ
へ
ニ
。
函
蓋
不
相
宿
ナ
リ
。

ぉ

ヨ
ク
ヨ
ク
心
ヲ
シ
ツ
メ
テ
思
案
ア
ル
ヘ
シ
。

と
、
去
知
の
聖
教
理
解
が
「
宗
意
未
練
」
な
る
と
こ
ろ
に
忘
る
と
難
詰
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
徹
底
し
た
本
寺
西
本
願
寺
非
難
を
行
っ

た
『
安
心
相
違
之
覚
書
』
は
、
教
宗
寺
閉
経
と
、
二
伐
語
化
知
空
に
よ
っ
て
起

草
さ
れ
、
良
知
の
名
に
お
い
て
提
出
さ
れ
た
そ
の
反
論
書
『
破
安
心
相
違
之
覚

⑬
 

室
田
』
の
終

9
に、

予
サ
キ
ニ
月
惑
ニ
対
シ
テ
。

コ
ノ
書
ハ
宗
言
ノ
安
心
ニ
ア
ラ
サ
ル
ヨ
シ
。

シ
メ
ス
ト
コ
ロ
ナ
リ
。
シ
カ
ル
ヲ
。

コ
ノ
書
ヲ
モ
テ
。
安
心
相
違
ノ
菌
条



ニ
イ
ル
、
コ
ト
辞
案
ナ
り
。
所
詮
当
流
ノ
安
心
ヲ
。
ク
ワ
シ
ク
領
解
ナ
キ

ニ
ヨ
ワ
テ
。
間
関
山
ヲ
ミ
ウ
シ
ナ
ヒ
。
本
寺
ヲ
ナ
ヒ
カ
シ
ロ
ニ
シ
。

ホ
シ
井

マ
、
ニ
不
当
ノ
証
文
ヲ
モ
テ
。
子
力
書
付
ヲ
難
シ
。
一
流
ノ
法
義
ヲ
サ
マ

タ
ケ
。
剰
へ
云
儀
ヲ
ハ
、
カ
ラ
ス
。
ワ
タ
ク
シ
ニ
一
一
派
ヲ
タ
テ
ン
ト
ス
ル

コ
ト
。
法
ニ
ソ
ム
キ
。
義
ニ
違
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
0
9

「
二
筆
者

と
あ
る
こ
と
を
ど
か
ら
窺
う
と
、
同
時
に
「
ワ
タ
ク
シ
ニ
一
派
ヲ
タ
テ
ン
ト
ス

ル
」
と
い
う
目
的
の
一
端
を
担
う
覚
書
で
為
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

す
な
わ
ち
、
準
秀
の
『
安
心
相
違
之
覚
書
』
と
辻
、
西
本
顕
寺
が
出
し
た
月
感

裁
決
書
の
内
容
に
準
拠
し
つ
つ
非
難
す
る
と
い
う
体
裁
を
持
ち
つ
つ
も
、

そ
の

内
容
は
、
興
正
寺
内
主
の
名
の
下
に
お
い
て
、
西
本
願
寺
日
非
正
統
、
典
正

寺
日
正
統
と
い
う
構
造
を
打
ち
出
そ
う
と
試
み
ら
れ
た
覚
書
で
あ
っ
た
と
理
解

で
き
る
の
で
あ
る

G

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
機
会
に
お
い
て
、

典
正
寺
の
一
一
派
本
山
と
な
る
こ
と

は
実
現
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、

『
安
心
桓
違
之
覚
書
』

の
批
判
論
法
が
、
裁

決
書
に
準
拠
し
た
形
で
書
か
れ
て
い
た
た
め
に
、
西
本
願
寺
と
の
安
心
如
何
違
を

明
確
に
打
ち
出
す
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
そ

明
麿
元
(
二
ハ
五
五
)
年
に
幕
府
よ
り
裁
断
が
下
り
、
準
秀
以

下
逼
塞
を
命
じ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
全
国
末
寺
並
び
に
門
徒
に
対
し
て
、
本

し
て
そ
の
上
、

山
H
本
願
寺
日
正
統
安
心
、
末
寺
日
興
正
寺
H
非
正
統
安
心
と
い
う
構
造
を
鮮

明
に
植
え
つ
け
て
し
ま
っ
た
こ
と

ιあ
る
と
い
え
る
。
実
探
こ
れ
以
談
、
中
央

集
権
化
を
目
指
し
て
い
た
西
本
願
寺
は
、
全
国
興
正
寺
末
寺
引
上
げ
政
策
を
加

速
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
に
あ
っ
て

大
麟
『
真
宗
安
心
正
鵠
編
L

成
立
の
一
考
察

も
な
お
、
門
主
不
在
の
興
正
寺
を
経
済
面
で
支
え
よ
う
と
画
策
し
て
い
た
の
は
、

@
 

長
州
藩
毛
利
氏
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
如
何
に
輿
正
寺
と
地
方

有
力
者
と
の
関
係
が
蜜
接
で
あ
っ
た
か
を
思
い
知
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
以
上
の
よ
う
に
、
興
正
寺
の
独
立
運
動
と
い
う
視
点
か
ら
承
応
の
関

錯
を
概
観
し
て
み
る
と
、

そ
れ
は
、
近
世
初
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
興
正
寺
と

密
接
な
関
穏
を
築
い
て
い
た
高
松
藩
松
一
平
氏
、
並
び
に
長
州
藩
毛
利
氏
を
後
ろ

盾
と
し
な
が
ち
、
西
吟
対
月
感
の
教
学
論
争
に
便
乗
し
、
門
主
准
秀
の
名
の
下

で
、
本
寺
西
本
顧
寺
と
丹
安
心
が
相
違
し
て
い
る
こ
と
を
打
ち
出
そ
う
と
試
み

る
こ
と
に
よ
っ
て

一
一
派
本
山
た
ら
ん
と
企
図
し
た
詩
論
で
あ
っ
た
と
も
い
う

こ
と
が
で
き
よ
う
。

こ
れ
以
後
、
西
本
願
寺
の
中
央
集
権
化
の
動
き
と
、
並
び
に
末
寺
離
反
の
増

興
正
寺
の
中
心
地
盤
が
、
長
州
藩
下
か
ら
讃
接
高
松
藩
下
へ
と

n
H
4
}
主
十
軍
司
、

'
B
iや
「
し

徐
々
に
移
行
し
て
い
っ
た
こ
と
は
、

地
方
有
力
者
と
輿
正
寺
と
の
関
係
を
述
べ

た
と
こ
ろ
で
指
捕
し
た
と
お
っ
で
あ
る

c

三
業
惑
乱
前
夜
に
至
っ
て
、

天
明
七
(
一
七
八
七
)
年

そ
の
讃
岐
の
地
は
、

に
著
さ
れ
た
大
麟
の

『
讃
州
法
義
邪
正
実
録
L

(

以
下
『
部
正
実
録
』
)
の
冒
頭

以
ミ
ル
ニ
夫
西
国
九
州
ノ
関
門
徒
未
多
シ
ト
一
五
ト
モ
、
讃
州
コ
ト
ニ
一
音
盤
〈

正
法
主
有
縁
ノ
地
ナ
リ
、
役
邪
ノ
領
主
モ
ト
五
ロ
法
主
ノ
戚
家
タ
リ
、
是
ヲ

以
テ
領
、
王
コ
ト
ニ
法
主
ヲ
重
シ
、
法
主
モ
マ
タ
領
、
王
ヲ
親
呪
シ
玉
フ

と
述
壊
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
西
日
本
一
体
に
未
だ
多
く
の
末
寺
を
有
し
て
い

な
が
ら
も
、

輿
正
寺
に
と
っ
て
な
お
特
別
な
地
域
で
あ
っ
た
と
い
う
認
識
が
な



さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
そ
し
て
、

か
か
る
興
正
寺
の
拠
点
と
も
い
う
べ
き

「
有
縁
ノ
地
」
で
為
る
讃
岐
に
お
い
て
、

正
し
く
『
正
偽
編
』
が
援
弄
す
る
と

こ
ろ
の
，

『
帰
命
弁
』
を
掘
と
し
た
「
不
正
ノ
法
」
が
起
る
の
で
あ
る
。

五

讃
岐
の
法
難
と
『
正
偽
編
』

三
業
惑
乱
前
夜
に
、
盤
〈
正
寺
の
中
心
的
地
盤
で
あ
っ
た
讃
較
で
起
こ
っ
た

「
不
正
ノ
法
」
と
は
、

『
正
鵠
編
』
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

其
邪
専
ラ
軌
期
ヲ
立
テ
、
行
儀
ヲ
重
シ
テ
、
聖
道
家
ノ
受
戒
登
壇
ノ
如
ク
、

師
資
ノ
礼
ヲ
厳
重
二
セ
ン
ト
欲
ス
ル
ニ
桜
タ
リ
、

コ
レ
他
ナ
シ
、
名
ニ
一
説

リ
利
ニ
一
組
ル
者
ノ
謀
許
ス
ル
ト
コ
ロ
ナ
ラ
ン
、
其
説
ニ
一
五
ク
、
弥
陀
ヲ
頼

ム
ト
云
フ
ハ
三
業
ニ
各
帰
命
ア
ル
ヘ
シ
、
若
シ
一
ツ
欠
ク
ト
モ
マ
コ
ト
ノ

帰
命
ニ
ア
ラ
ス

さ
ら
に
、

い
ま
い
う
三
業
各
県
(
三
業
沼
市
命
)
に
辻

指
ル
ニ
コ
ノ
三
業
各
婦
ノ
中
、

4

¥

耳
目
ヘ
、
今
、
¥
可

i
一一を乏

一
ノ
赤
木

f
↑

l
i
ノ
「
ト
現
方

マ
タ
二
途
ア
リ
、

ア
ラ
ハ
シ
テ
御
助
ケ
候
ヘ
ト
頼
ム
コ
ト
ナ
リ
ト
云
フ
、

コ
レ
ヲ
外
ヨ
リ
名

ケ
テ
二
字
額
ミ
ト
云
フ
、

又
一
ハ
頼
ム
ト
ハ
南
無
阿
弥
陀
仏
ト
頼
ム
コ
ト

ナ
リ
ト
云
フ

コ
レ
外
ヨ
ワ
名
ケ
テ
六
字
タ
ノ
ミ
ト
一
五
フ

と
い
う
よ
う
に
、
二
種
類
が
あ
る
と
い
わ
れ
、

そ
の
中
で
も
讃
岐
の
地
で
起
つ

た
三
業
各
県
と
は

ソ
ノ
三
業
各
帰
ト
ハ
所
謂
ル
イ
マ
ノ
二
字
者
ナ
ワ
、

即
讃
列
邪
義
ノ
申
ト

ナ
ル
モ
ノ
コ
レ
ナ
ル
ヘ
シ

と
い
う
よ
う
に
、

口
業
に
「
御
助
ケ
候
ヘ
ト
頼
ム
」
二
字
頼
み
で
あ
っ
た
と
さ

れ
る
。
そ
し
て
、

か
か
る
「
不
正
ノ
法
」
は
、

一
可
部
正
実
録
』
に
、

明
和
中
讃
州
丸
亀
之
領
塩
治
邑
に
宗
主
の
別
院
ア
リ
、
衆
人
塩
治
ノ
貴
坊

カ
ハ
ル
カ
ハ
ル

ト
称
ス
、
吉
ニ
宗
主
富
僧
ニ
命
シ
交
量
一
剥
ヲ
護
ラ
シ
ム
、
是
ノ
歳
宮

ナ
リ

僧
諦
正
寺
ト
云
フ
者
、
彼
輪
番
ノ
命
ヲ
承
ケ
テ
塩
治
ニ
至
ル
、
為
ν
入
俗

情
ニ
シ
テ
種
族
ノ
事
ヲ
以
テ
演
暢
院
ヲ
悪
メ
リ
、
是
ヲ
以
テ
宗
乗
ノ
正
統

ヲ
学
セ
ス
、
専
ラ
臆
生
婦
命
弁
ニ
原
キ
テ
三
業
並
立
ノ
帰
命
ヲ
勧
ム
、
世

ニ
頼
ミ
ナ
ヲ
シ
ト
一
五
ル
類
ヒ
ノ
甚
シ
キ
モ
ノ
ナ
リ

と
あ
る
よ
う
に
、

昭
和
年
中
に
塩
屋
別
院
に
赴
任
し
て
き
た
諦
正
寺
義
天
(
元

紀
州
鷺
森
役
信
問
先
寺
)
に
そ
の
始
源
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

『
正
鵠
編
』
が
請
正
寺
義
天
唱
導
の
三
業
各
帰
こ
そ
そ
の
始
源
で
あ
る
と
破

J

序

す
る
ま
で
に
至
っ
た
そ
の
経
緯
培
、
す
で
に
讃
岐
の
地
で
起
っ
て
い
た
、
東
二

@
 

村
東
-
光
寺
了
空
と
京
都
-
光
隆
寺
教
乗
(
一
疋
栗
龍
一
福
成
寺
開
制
)
と
の
論
争
が
大

い
に
関
係
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
の
論
争
と
は
、

明
和
三
(
一
七
六
六
)
年
に
、

了
空
が
栗
捧
、
村
専
立
寺
に

て
「
改
悔
文
」
を
讃
題
に
開
い
た
法
座
の
内
容
に
対
し
、
教
乗
が
多
念
掃
命
・

諸
持
礼
拝
の
邪
僻
で
あ
る
と
し
て

『
桜
是
決
』
な
る
批
判
書
を
著
し

そ
れ
に

了
空
が
応
戦
し
て

『
真
宗
択
善
諒
』
を
著
し
た
こ
と
に
端
を
発
し
た
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
そ
の
後
、
教
乗
が
了
空
に
対
し
て

『
序
異
弁
ヘ
『
破
邪
義
』

『
讃
陽
問
答
』
を
著
し
反
駁
し
、

一
方
了
空
が
『
錯
荘
編
』
、
『
鴨
議
問
答
』
、

『
復
批
弁
』
を
著
し
応
戦
し
て
お
り
、

か
か
る
論
争
は
讃
岐
の
僧
裕
を
二
分
す

る
ま
で
に
発
展
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
讃
岐
の
状
況
の
中
に
お

い
て
、
諦
正
寺
義
天
が
塩
屋
別
院
に
赴
任
し
、
三
豊
一
木
造
作
の
一
念
帰
命
を
唱
導



一
念
日
帰
命
を
嫌
い
多
念
義
を
主
張
し
て
い
た
了

空
徒
辻
、
安
永
元
(
一
七
七
二
)
年
に
請
正
寺
義
天
を
異
義
者
と
し
て
高
松
府

す
る
こ
と
に
な
る
の
で
為
る
。

に
訴
え
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、

そ
の
こ
と
が
玄
智
『
真
宗
安
心
異
誇
紀

事

讃
岐
東
-
光
寺
了
空
弘
化
。
類
ニ
多
念
義
ベ
福
乗
寺
教
乗
経
十
時
一
弘
化
。
伊
一

一
念
義
J

旦
禁
ν
礼
二
諸
神
等
」
二
子
各
有
v
徒
。
互
相
排
乾
。
時
塩
屋
輪

番
諦
正
寺
義
天
。
亦
勧
一
一
儀
式
帰
仏
」
市
為
ニ
了
空
徒
一
所
v
忌
。
塩
屋
徒
有
下

蒙
一
言
語
一
芦
安
永
元
年
壬
主
言
。
義
天
遂
得
ν
罪
記
免
ν
職
。
一
味
一
ヰ

向
田

と
記
述
さ
れ
て
い
る
の
を
み
る
。
こ
こ
よ
り
、
『
正
偽
編
』
が
『
帰
命
弁
』
に

基
づ
き
三
業
各
帰
を
唱
導
し
た
護
岐
「
不
正
ノ
法
」
の
始
渡
と
定
め
た
諦
正
寺

義
天
が
、
す
で
に
藩
命
処
罰
に
よ
れ
ソ
讃
岐
を
去
っ
て
い
る
の
で
み
る
か
ち
、
こ

の
持
点
で
三
業
各
婦
説
が
讃
岐
の
地
か
ら
排
除
さ
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で

あ
り
、
敢
え
て
大
麟
が
門
主
法
高
の
内
意
を
受
け
て
『
正
偽
編
』
を
著
す
こ
と

は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
義
天
に
よ
っ
て
讃
岐
に
嚢
さ
れ

た
三
業
各
帰
ほ
、

了
空
並
び
に
教
乗
没
後
、

了
空
徒
対
教
乗
徒
の
教
学
論
争
の

中
に
組
み
込
ま
れ
、
再
び
讃
岐
の
地
に
お
い
て
「
不
正
ノ
法
L

と
し
て
流
行
す

了
空
徒
が
著
し
た
『
邪
正
実
録
』

の
批
判
童
日
『
撞
裂
邪
絹
篇
』
に
対
し
て
、
大
麟
が
再
応
し
た
『
真
宗
金
剛
杵
』

る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
の
次
第
は
、

(
以
下
『
金
問
杵
』
)
に
、

汝
等
(
了
空
徒
)
予
力
実
録

(τ

部
正
実
録
L
)

ニ
、
三
業
各
立
ノ
邪
義
ヲ

讃
列
ニ
弘
通
ス
ル
モ
ノ
諦
正
寺
ヲ
権
輿
ト
ス
ト
云
フ
ヲ
破
メ
タ
リ
、
ミ
ナ

大
麟
『
真
宗
安
心
正
鵠
編
』
成
立
の
一
考
察

コ
レ
ノ
起
本
ハ
教
乗
ナ
リ
一
五
フ
、
よ
鳴
呼
汝
等
ガ
信
清
/
甚
キ
、
往
キ
ニ
日
、

了
空
か
珂
噴
セ
ラ
レ
タ
ル
艮
ミ
ヲ
報
セ
ン
タ
メ
ニ
、
口
口
早
三
業
各
立
ノ

魅
昔
ナ
リ
ト
諦
セ
ハ
、
空
カ
罪
義
ヲ
遁
ル
、
コ
ト
モ
ア
ラ
ン
カ
ト
妄
計
ヲ

全
ル
モ
ノ
何
ゾ
夫
レ
積
ノ
抱
キ
ヤ
、
伝
エ
間
ク
ソ
ノ
邪
ニ
教
乗
力
門
人
ア

ツ
テ
教
乗
カ
没
後
二
三
業
各
立
ノ
邪
徒
ニ
与

J

ス
ル
モ
ノ
ア
リ
ト
、
コ
レ
ハ

門
入
ノ
罪
ニ
シ
テ
教
乗
ニ
ハ
預
ラ
ス
、
須
ラ
ク
門
弟
ノ
罪
ヲ
師
ニ
及
ス
コ

ト
勿
レ
、
況
ヤ
マ
タ
教
乗
著
述
ノ
似
是
決
斥
異
弁
ノ
両
編
ニ
タ
ノ
ミ
ナ
ヲ

セ
ト
励
ム
ル
モ
ノ
ゴ
一
一
一
口
片
匂
モ
見
ス
、
天
下
誰
レ
カ
教
乗
ヲ
非
ト
セ
ン
ヤ

)
内
は
筆
者

と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
讃
岐
の
地
に
お
い
て
再
ぴ
流
行
し
た
三
業
各

了
空
を
破
斥
せ
ん
と
し
た
教
乗
は
、
本
来
三
業
各
掃
を
主

婦
を
窺
う
な
ら
ば
、

張
し
て
い
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
後
の
教
乗
徒
が
、
義
天
唱
導
の
三
業

各
掃
説
に
傾
到
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
拡
が
り
を
み
せ
た
も
の
で
あ
っ

た
と
い
え
る
。
そ
し
て
、

了
空
、
教
乗
没
後
、
讃
岐
の
論
争
は
、
多
念
義
・
諸

持
礼
拝
を
主
張
す
る
了
空
徒
と
、
『
婦
命
弁
』
に
基
づ
く
三
業
各
婦
を
主
張
す

る
教
乗
徒
の
論
争
へ
と
変
容
し
て
い
っ
た
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る

c

こ
こ
に
至
っ
て
讃
岐
の
誇
論
は
、

い
よ
い
よ
複
雑
に
な
る
の
で
あ
る
が

か

か
る
評
論
に
対
し
て
典
正
寺
は
、
役
僧
三
光
寺
を
讃
岐
に
向
か
わ
せ
収
拾
を
図

っ
て
お
り
、

そ
の
こ
と
が
『
正
偽
一
編
』
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

末
v
幾
了
空
教
乗
前
後
二
死
亡
、
ン
弥
事
詩
ナ
ワ
シ
ニ
、

天
明
元
年
ノ
春
興

門
主
役
常
三
党
寺
讃
較
ニ
下
り
、
丸
亀
語
通
寺
高
松
勝
法
寺
ニ
於
テ
、
法

談
ノ
上
ニ
テ
専
ラ
頼
長
ン
ノ
徒
ヲ
段
斥
ス
、
於
是
教
乗
ノ
党
専
立
寺
艶
慈



光
寺
西
覚
寺
慈
泉
寺
小
川
西
蓮
寺
万
福
寺
勝
福
寺
顧
誓
寺
川
東
称
讃
寺
民
長

覚
寺
香
西
養
福
寺
夕
子
尊
光
寺
及
乗
恵
程
一
乗
合
十
四
人
勝
一
室
寸
エ
至
り
、

三
ヶ
条
ノ
難
ヲ
タ
テ
三
光
寺
ト
面
決
セ
リ
、
日
疋
秋
興
殿
ヨ
リ
超
薫
ヲ
呼
登

シ
検
問
ア
リ
テ
十
月
八
日
婦
国
ス
、
主
(
日
国
主
ヨ
ワ
超
薫
芽
其
党
十
人
計

ヲ
働
法
寺
ニ
幽
閉
シ
、
物
一
頭
ノ
頭
ワ
ニ
テ
足
軽
共
警
衛
ス
、
二
年
正
月
晦

日
寺
社
奉
行
大
境
目
郡
奉
行
等
至
テ
寺
井
住
職
取
上
押
込
指
置
ノ
旨
、
諸

僧
エ
申
渡
、
二
月
十
五
日
寺
々
エ
新
住
持
ヲ
入
院
セ
シ
メ

国
住
妻
子
春

族
凡
八
十
入
計
ヲ
接
出
シ
、
家
財
雑
呉
ヲ
没
取
シ
テ
新
住
ニ
与
フ
、

ぬり

ハ
外
ノ
諸
寺
エ
環
ケ
ニ
ナ
ワ
養
ヲ
ウ
ク
、
合
十
二
寺
ナ
リ

!日
住

し
か
し

そ
れ
で
も
「
有
縁
ノ
地
」
で
あ
る
讃
岐
に
お
い
て

か
か
る
『
帰

命
弁
』
に
基
づ
く
と
こ
ろ
の
三
業
各
帰
説
の
流
行
を
止
め
る
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
c

そ
れ
は
、
『
正
偽
一
編
』

の
冒
頭
に
「
甫
ノ
方
讃
列
ノ
門
徒
等
、

コ
ノ
頃

不
正
ノ
法
ヲ
談
、
ン
、

ヤ
ヤ
宗
乗
ノ
安
心
ヲ
乱
ス
ア
リ
ト
粗
以
関
ス
ル
ト
コ
ロ
ナ

リ
L

と
記
さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。
ま
た
、
寛
政
二
(
一
七
九
O
)
年
秋
に

著
さ
れ
た
『
金
問
杵
』
に
は

明
和
年
中
ニ
法
主
三
光
寺
ヲ
シ
テ
使
節
タ
ラ
シ
ム
、

ヲ
破
セ
シ
メ
今
春
マ
タ
予
ヲ
云
テ
集
節
タ
ラ
シ
ム
、

即
三
業
各
立
ノ
邪
義

コ
レ
ニ
依
テ
予
高
松

ノ
貴
坊
ニ
荻
テ
十
日
十
夜
ノ
所
談
専
ラ
三
業
各
立
ノ
不
正
義
ヲ
破
ス

と
あ
り
、
今
春
(
寛
政
二
)
に
、
大
麟
自
ら
讃
岐
の
地
へ
赴
き
、
教
乗
徒
唱
導

の
三
業
各
婦
を
野
破
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
讃
岐
に
お
い

て
知
何
に
根
強
く
三
業
各
婦
が
浸
透
し
て
い
た
か
を
知
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
こ
を
も
っ
て
遂
に
、
大
麟
の
『
正
偽
編
』
が
世
に
登
場
す
る
こ
と

四

に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
興
正
寺
の
中
心
的
地
盤
で
あ
っ
た
「
有
縁
ノ
地
L

で
あ

帰
を
歎
き
、

い
ま
な
お
根
強
く
浸
透
し
、
流
行
し
続
け
て
い
る
三
業
各

そ
の
邪
源
が
西
本
願
寺
能
化
功
存
の
『
帰
命
弁
』
に
あ
る
こ
と
を

る
讃
較
に
お
い
て
、

見
定
め
、
円
、
玉
の
名
の
下
に
、
『
帰
命
弁
』
を
破
斥
し
、
讃
岐
の
地
に
興
正
寺

正
統
安
心
を
門
末
に
顕
示
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
に
こ

そ
、
『
正
偽
編
』
或
立
の
一
背
景
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
興
正

寺
は
、
三
業
各
婦
、
並
び
に
そ
の
邪
源
で
あ
る
『
帰
命
弁
』
の
み
を
破
斥
し
た

の
で
は
な
い
。
讃
岐
の
地
へ
の
護
教
の
念
か
ら
、
教
乗
徒
に
対
抗
し
、
多
念

義
・
諸
神
礼
拝
を
主
張
し
て
い
た
了
空
徒
に
対
し
て
も
ま
た
、
『
邪
正
実
録
ヘ

『
金
部
杵
』
を
も
っ
て
破
斥
を
加
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
辻
、
『
正
偽

編
』
が
、
単
に
西
本
願
寺
教
団
教
学
の
支
柱
で
あ
っ
た
『
帰
命
弁
』
の
み
を

「
不
法
ノ
法
」
と
し
て
弄
け
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
辻
、
次
に
そ
の
よ
う
な
一
樹
面
を
も
っ
た
『
正
偽
編
』
が
、

典
正
寺
別
派
独
立
運
動
史
に
担
い
て
は
、
如
何
な
る
投
割
を
担
い
得
た
の
か
を

さ
て
、

探
っ
て
み
た
い
と
思
う
。

ー--'-一‘
ノ、

『
正
偽
編
』

の
役
割

興
正
寺
「
有
縁
ノ
地
」
に
お
い
て
教
乗
徒
を
中
心
に
拡
が
り
を
み
せ
た
三
業

そ
の
始
源
が
、
功
存
の
『
婦
命
弁
』
に
基
づ
き
唱

各
婦
の
「
不
正
ノ
法
」
は
、

導
し
て
い
た
塩
屋
別
院
輪
番
諦
正
寺
義
天
に
あ
っ
た
。
そ
の
義
天
が
唱
導
し
た

三
業
各
掃
は
、
「
専
ラ
軌
別
ヲ
立
テ
、
行
儀
ヲ
重
シ
テ
、
聖
道
家
ノ
受
戒
登
壇

ノ
如
ク
、
師
資
ノ
礼
ヲ
厳
重
ニ
セ
ン
ト
欲
ス
ル
ニ
叡
タ
」
も
の
で
あ
り
、
「
弥



詑
ヲ
頼
ム
ト
云
フ
ハ
三
業
ニ
各
掃
命
ア
ル
ヘ
シ
、
若
シ
一
ツ
欠
ク
ト
モ
マ
コ
ト

ノ
婦
命
ニ
ア
ラ
ス
」
と
し
て
、

日
業
に
「
御
助
ケ
候
へ
ト
頼
ム
L

と
い
う
こ
字

額
み
の
「
専
ラ
類
生
帰
命
弁
ニ
原
キ
テ
三
業
並
立
ノ
帰
命
ヲ
勧
ム
、
世
ニ
頼
ミ

昏

ナ
ヲ
シ
ト
云
ル
類
」
の
も
の
で
あ
っ
た
。
か
か
る
三
業
各
婦
が
、
讃
岐
の
地
に

お
い
て
如
何
に
伝
達
さ
れ
て
い
っ
た
か
と
い
う
と
、
『
部
正
実
録
』
に
辻
、

諦
正
寺
ハ
宗
主
ノ
命
ヲ
奉
シ
テ
来
ル
、
誤
謬
ア
ル
ヘ
カ
ラ
ス
ト
云
ツ
テ
貴

坊
ニ
群
集
セ
シ
ム
ル
コ
ト
百
々
ニ
増
長
ス
、
初
メ
ハ
数
十
ニ
過
キ
ス
、
後

ニ
ハ
数
百
ヲ
以
テ
カ
ザ
フ
、
其
ノ
弊
へ
或
ハ
食
ヲ
断
ツ
コ
ト
五

5
七
5
ニ

シ
テ
、
何
月
何
日
何
ノ
ト
キ
ニ
信
ヲ
項
戴
セ
リ
ト
云
ヒ
、
或
ハ
一
念
慶
喜

ト
一
不
ス
ト
キ
踊
リ
ア
カ
ル
ホ
ト
ニ
ナ
ク
テ
ハ
信
ヲ
獲
タ
ル
ニ
ア
ラ
ス
ト
一
五

ナ
セ
リ

と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
諦
正
寺
義
天
を
し
て
「
宗

主
ノ
命
ヲ
奉
シ
テ
来
ル
、
誤
謬
ア
ル
ヘ
カ
ラ
ス
L

と
語
ら
せ
、

そ
の
故
に
瞬
く

間
に
門
末
へ
と
拡
散
し
て
い
っ
た
根
拠
と
し
て
の
西
本
願
寺
宗
主
と
は
如
何
な

る
存
在
で
あ
っ
た
の
か
。
そ
の
よ
う
な
、
中
世
・
近
世
に
お
け
る
西
本
願
寺
宗

主
の
存
在
に
つ
い
て
、
森
開
請
美
氏
誌
、

法
主
は
「
如
来
の
代
官
L

と
し
て
「
告
も
の
行
者
」
に
寵
む
、
親
驚
同
等

の
地
位
に
立
っ
て
い
る
。
法
、
玉
の
仰
せ
の
ま
に
ま
に
烏
を
も
鷺
と
す
る
態

度
が
賞
揚
さ
れ
た
こ
と
は
、

か
か
る
心
意
を
見
定
め
ず
し
て
理
解
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
。
親
驚
の
地
位
に
立
つ
た
め
の
要
件
辻
、
親
驚
の
車
の
み

ち
を
つ
ぐ
法
主
で
あ
る
か
、

そ
の
代
理
と
し
て
の
一
家
衆
で
あ
る
こ
と
で

あ
っ
て
、
修
行
研
学
の
き
び
し
さ
や
学
識
の
博
さ
は
も
と
よ
り
、
信
心
の

大
麟
『
真
宗
安
心
正
偽
一
編
』
成
立
の
一
考
察

深
さ
さ
え
問
題
で
は
な
い
。

と
指
摘
し
て
い
る

G

そ
し
て親

驚
の
車
の
み
ち
を
継
ぐ
こ
と
自
体
が
教
義
宣
布
と
門
末
教
導
の
資
格
を

し
た
が
っ
て
宗
教
的
先
達
と
し
て
の
権
威
を
賦
与
す
る
も
の
で
な
け
れ
江

な
ら
な
い
。

と
さ
れ
、
ま
た
、

門
徒
が
う
や
う
や
し
く
奉
戴
し
て
信
仰
の
生
け
る
象
徴
と
し
た
の
は
、
ま

さ
に
「
伽
仲
間
山
の
御
ち
の
み
ち
」
を
つ
ぐ
者
で
あ
っ
た
。

と
述
べ
ら
れ
、
さ
ら
に
は
、

血
の
み
ち
の
論
理
は
む
し
ろ
門
末
に
よ
っ
て
広
く
指
示
さ
れ
た
観
念
と
一
五

わ
な
け
れ
ば
同
な
ら
な
い
。

と
指
摘
さ
れ
て
い
持
。

つ
ま
り
、
中
世
・
近
世
に
お
い
て
は
、
円
末
に
教
義
を
宣
布
す
る
場
合
、

「
車
の
み
ち
」
を
継
ぐ
「
如
来
の
代
言
」
と
し
て
の
宗
主
に
よ
っ
て
権
威
付
け

す
る
こ
と
こ
そ
が
最
長
の
伝
達
方
法
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
輿

正
寺
が
役
僧
三
党
寺
を
讃
岐
へ
と
向
か
わ
せ
、
中
心
的
三
業
各
婿
家
で
あ
っ
た

教
乗
徒
を
処
罰
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
事
の
収
捨
に
当
た
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
の
後
も
な
お
三
業
各
帰
説
が
拡
散
し
統
け
た
そ
の
理
由
は
、
本
寺
西
本
願
寺

宗
主
に
よ
っ
て
権
威
付
け
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
伝
達
さ
れ
た
権
威
教
学

に
そ
の
一
因
を
み
る
の
で
あ
り
、

そ
の
こ
と
が
、
末
寺
情
絡
の
中
に
「
誤
謬
ア

ル
ヘ
カ
ラ
ス
」
(
正
統
安
心
)

『
帰
命
弁
』

日
三
業
各
帰
と
い
う
構
造
を
植
え

11 
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つ
け
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
大
麟
が
先
の

『
邪
正
実
録
』

中
で
、

「
是
ヲ
以
テ
宗
乗
ノ
正
統
ヲ
学
セ
ス
、
専
ラ
顕
生
婦
命
弁
ニ
原
キ
テ
三

業
並
立
ノ
帰
命
ヲ
勧
ム
」
と
、
修
学
せ
ず
と
も
、

さ
ら
に
は
信
仰
な
く
と
も
、

『
帰
命
弁
』
に
基
づ
き
三
業
各
回
帰
説
を
宣
布
し
て
い
た
三
業
各
帰
家
に
対
し
て

こ
の
よ
う
な
批
判
を
な
し
た
こ
と
は
故
あ
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
理
解
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
、
西
本
顕
寺
宗
主
に
よ
っ
て
権
或
付
け
さ
れ
た
教
団
教
学
立
正

統
安
心
日
『
帰
命
弁
』
日
三
業
各
帰
と
い
う
構
造
は
、
天
明
三
(
一
七
八
三
)

年
、
報
患
講
講
座
翌
2
に
、
功
存
が
本
山
対
面
所
に
お
い
て
新
門
文
如
の
蔀
で

欲
生
帰
命
の
法
談
を
行
っ
た
捺
に
、
文
如
が
、

只
今
璃
問
所
ν
致
、
真
宗
一
流
の
軒
騎
、
他
力
安
心
の
骨
目
、
残
る
所
な

(
中
略
)
当
席
聴
開
の
通
り
門
徒
中
へ
も

一
念
婦
命
の
領
解
あ
や
ま
り
を
く
勧
化
あ
り
て
、
自
地
報
土
在
生

舎

の
一
大
事
を
決
得
有
べ
き
よ
し
、
大
法
主
よ
り
の
獅
命
を
申
述
る

く
能
化
平
乗
寺
演
説
に
お
よ
ぶ

申
関
、

と
直
命
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、

か
か
る
構
造
が
西
本
願
寺
教
団
教
学
の
立
場
と
し
て
鮮
明
に
打
ち

出
さ
れ
た
翌
天
明
酉
(
一
七
八
四
)
年
に
、

盤
〈
正
寺
門
主
法
高
の
内
意
を
受
け

て
、
大
麟
の

「
正
鵠
編
』
が
世
に
登
場
し
た
こ
と
は
あ
な
が
ち
偶
擦
で
は
な
い

で
あ
ろ
う
。

門
主
法
高
は
、
大
麟
に
対
し
て
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
、

是
ヲ
以
テ
命
ヲ
汝
ニ
賜
フ
、
汝
ワ
カ
相
承
ニ
虫
テ
彼
ノ
部
ヲ
擢
キ
コ
ノ
正

ヲ
顕
セ
ト
、
不
肖
ソ
ノ
器
ニ
ア
タ
ラ
サ
ル
ヲ
以
テ
辞
ス
レ
ト
モ
再
命
コ
ハ

ム
ヘ
カ
ラ
ス
、
卒
ニ
讃
列
ノ
僧
徒
ノ
訟
フ
ル
ノ
書
策
ヲ
賜
フ
テ
方
ノ
偽
リ

一六
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正
サ
シ
ム
、
依
テ
正
偽
ノ
名
ア
ワ
(
『
正
鵠
篇
』
冒
頭
)

こ
の
一
文
に
み
ら
れ
る
「
汝
ワ
カ
相
本
ニ
由
テ
設
ノ
邪
ヲ
権
キ
コ
ノ
正
ヲ
顕

セ
L

と
の
主
命
は
、

正
し
く
ご
立
協
編
』

の
内
容
が
、
興
正
寺
門
主
法
高
に
よ

っ
て
桔
承
さ
れ
た
安
心
打
訂
正
統
と
い
う
構
造
を
も
っ
て
世
に
流
中
侍
さ
れ
た
こ
と

を
意
味
す
る
。
換
言
す
る
を
ら
足
、

そ
こ
に
は
、
興
正
寺
門
主
に
よ
っ
て
権
或

付
け
さ
れ
た
教
団
教
学
日
正
統
安
心
日

-u
正
偽
編
』
と
い
う
構
造
が
成
立
し
て

い
た
と
い
え
よ
う
。

こ
れ
は
、
先
の
承
応
の
間
関
騒
の
際
に
、
門
主
准
秀
の
名
の
下
で
本
寺
西
本
願

寺
批
判
が
な
さ
れ
た
『
安
心
相
違
之
覚
書
』
と
は
赴
き
を
異
に
す
る
。
『
安
心

相
違
之
覚
書
」
辻
、
西
本
願
寺
が
月
感
に
対
し
て
出
し
た
裁
決
書
の
批
判
と
い

う
こ
と
に
そ
の
重
き
が
置
か
れ
て
お
り
、
積
極
的
に
門
末
に
対
し
て
、
興
正
寺

教
団
教
学
を
津
系
付
け
、
訂
ち
出
し
得
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
か

し
一
方
、

『
正
鵠
編
L

は
、
「
有
縁
ノ
地
L

で
あ
っ
た
讃
岐
の
法
難
を
き
っ
か
汁

に
、
門
主
法
高
に
よ
っ
て
権
威
付
け
さ
れ
、
相
承
さ
れ
て
き
た
安
心
を
支
柱
に

し
た
教
学
体
系
を
も
っ
て
、
「
血
の
み
ち
」
を
受
け
継
ぐ
「
如
来
の
代
官
」
と

し
て
の
西
本
願
寺
宗
主
に
よ
っ
て
権
威
付
汗
さ
れ
た
教
司
教
学

(
H
正
統
安

心
口
『
帰
命
弁
』
)
を
非
正
統
(
部
源
)
と
位
置
づ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
門
末
に

向
か
っ
て
興
正
寺
教
団
教
学
(
日
正
統
安
心
計
『
正
鵠
編
』
)
を
顕
示
す
る
役
割

を
明
確
に
担
う
こ
と
と
な
っ
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
c

そ
し
て
そ
れ
は
、
近
世

初
期
か
ら
連
綿
と
続
く
別
派
独
立
運
動
史
と
い
う
中
で
欠
落
し
て
い
た
、
教
団

教
学
の
樹
立
と
い
う
側
面
を
一
子
に
担
う
こ
と
と
な
っ
た
書
物
で
あ
っ
た
と
も

い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
さ
ら
に
興
味
深
い
こ
と
は
、
門
主
法
高



自
身
が
、
寛
政
元
(
一
七
八
九
)
年
に
、
三
業
各
掃
を
邪
義
と
し
て
批
判
し
た

「
真
宗
安
心
決
正
消
息
L

を
発
布
し
、
寛
政
六
(
一
七
九
四
)
年
に
、

『史子一一一一口

ま
コ
守
壬

1
z
q
a

証
』
を
中
心
に
教
梧
安
心
を
体
系
づ
け
た
『
顕
真
実
要
義
集
』
を
著
し
て
、
西

本
顕
寺
教
学
批
判
の
先
頭
に
立
っ
て
輿
正
寺
教
団
教
学
を
開
示
せ
ん
と
試
み
て

い
る
の
で
あ
る
。
こ
力
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
大
鱗
の
『
正
鵠
編
』
が
、
か
か

る
教
団
教
学
を
明
確
に
打
ち
出
す
た
め
の
布
石
の
役
割
を
果
し
た
先
鋒
で
あ
っ

た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
、
お
い
て
も
、
司
王
偽
編
』
成
立
の
一

背
景
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

近
世
の
本
末
制
度
確
立
に
お
け
る
制
度
化
さ
れ
た
教
司
機
構
の
上
下
暗
殺
差

一
派
本
山
た
ら
ん
と
す
る
思
念
を
抱
き
続
け
た
末
寺
奥
正
寺
が
、

別
の
も
と

こ
こ
三
業
惑
乱
期
前
夜
、
「
本
山
」
札
を
各
御
坊
に
掲
げ
、

御
堂
」
の
上
棟
を
行
い
本
山
と
し
て
の
体
裁
を
整
え
始
め
、
ま
た
免
物
を
本
願

い
わ
ゆ
る
ご
っ

寺
に
申
請
せ
ず
と
も
下
付
す
る
と
し
て
、
礼
金
等
の
額
を
定
め
る
な
ど
の
財
政

的
準
儲
も
済
ま
せ
た
状
況
の
中
で
、
門
、
王
の
名
の
下
に
本
寺
教
団
教
学
を
批
判

し
、
興
正
寺
教
団
教
学
を
顕
示
し
よ
う
と
し
た
『
正
偽
編
』
を
世
に
提
出
し
た

こ
と
は
、

一
本
山
と
し
て
の
愚
格
が
こ
こ
に
完
錆
さ
れ
た
こ
と
を
物
語
る
も
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。

七

お
わ
れ
ソ
に

こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
『
正
鵠
編
』
成
立
の
背
景
辻
、

一
つ
に
、
関

派
独
立
運
動
の
後
ろ
虐
と
も
な
っ
て
い
た
有
力
地
方
者
と
の
親
域
開
穏
な
ど
に

よ
っ
て
、
近
世
中
心
的
地
盤
を
な
し
て
い
た
「
有
縁
ノ
地
」
讃
岐
で
起
っ
た

大
麟
『
真
宗
安
心
正
協
編
』
成
立
の
一
考
察

「
不
正
ノ
法
」
を
、
門
主
の
名
の
下
に
お
い
て
破
斥
し
、
円
土
不
に
対
し
て
興
正

寺
正
統
安
心
を
顕
示
し
て
護
教
す
る
と
こ
ろ
に
あ
り
、
ま
た
一
つ
に
、
そ
の

「
不
正
ノ
法
」
の
邪
源
が
本
寺
西
本
願
寺
教
団
教
学
に
あ
る
と
し
て
、
そ
れ
を

非
正
統
と
位
量
づ
け
る
こ
と
で
、

そ
れ
と
は
異
な
っ
た
輿
正
寺
教
団
教
学
を
明

確
に
打
ち
出
し
、
別
派
独
立
運
動
の
教
学
的
側
面
を
担
う
布
石
と
す
る
と
こ
ろ

に
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

確
か
に
こ
れ
ま
で
の
研
究
の
よ
う
に
、
司
王
偽
編
』
が
、
『
帰
命
弁
』
に
対
す

る
弁
駁
の
第
一
矢
で
あ
る
か
ら
、
三
業
嬉
命
説
を
反
駁
す
る
為
に
書
か
れ
た
童
日

物
で
あ
る
と
い
う
評
舗
は
一
応
尤
も
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
辻
、
後
世

に
お
い
て
三
業
惑
乱
と
い
う
歴
史
的
事
件
が
省
み
ら
れ
る
こ
と
に
お
い
て
を
さ

れ
た
も
の
で
あ
っ
、

『
正
偽
編
』
に
対
す
る
一
側
面
の
評
価
で
し
か
な
い
。
そ

し
て
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
評
価
が
争
え
ら
れ
て
き
た
理
由
の
一
つ
に
、
こ
れ
ま

で
の
三
業
惑
乱
研
究
が
、

そ
の
大
詰
難
の
故
に
、
関
様
資
料
を
惑
乱
史
と
い
う

枠
組
み
の
中
に
限
乏
し
、

そ
の
中
に
お
い
て
取
扱
い
、
ま
た
評
価
す
る
と
い
う

態
度
で
進
め
ら
れ
て
き
た
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う
な

研
究
慈
変
辻
、
各
関
係
資
料
並
び
に
そ
の
著
者
の
持
っ
て
い
る
個
的
な
歴
史
的

背
景
、
ま
た
掴
的
な
教
学
的
背
景
を
十
分
に
鑑
み
る
と
い
う
機
会
を
も
失
わ
せ

て
し
ま
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
三
業
惑
乱
研
究
は
、

か
か
る
関
係
資
料

の
極
的
な
歴
史
的
背
景
、
並
び
に
教
学
的
背
景
が
十
分
吟
味
さ
れ
、
再
び
惑
乱

史
と
い
う
枠
組
み
の
中
に
戻
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
初
め
て
大
法
難
と
も
な
っ
た

中
に
伏
在
す
る
重
量
的
な
意
義
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
え
よ
う
。

当
論
文
で
取
り
上
げ
た
『
正
偽
編
』
に
つ
い
て
も
、
以
上
の
よ
う
な
側
面
か

七



ら
の
評
極
が
十
分
に
な
さ
れ
た
上
で
、
再
ぴ

『
婦
命
弁
』
に
対
す
る
第
一
矢
で

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
の
意
義
を
、
三
業
惑
乱
史
研
究
の
中
で
検
討
さ
れ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
当
論
文
で
は
、

典
正
寺
の
別
派
独
立
運
動
史
と
い
う
枠
組
み
の
中
で

『
正
鵠
編
』
を
捉
え
産
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
こ
に
新
た
な
評
植
を
与
え
よ
う

と
試
み
て
き
た
た
め
、

『
正
偽
編
』

の
内
容
自
体
に
は
踏
み
込
な
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。
当
然
教
学
論
争
に
係
わ
る
書
物
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
内
容
を
吟
味

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
そ
『
正
鵠
編
』

の
吉
一
(
極
が
論
じ
ら
れ
な
け
れ
ば
会
与
を

い
。
ま
た
そ
の
真
植
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
、
近
世
相
地
〈
正
寺
が
打
ち
立

て
よ
う
と
し
た
教
団
教
学
も
自
ず
と
明
ら
か
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、

今
後
は

『
正
偽
編
』

が
如
何
に
批
判
し
た
の
か
、
ま

『
帰
命
弁
』
に
対
し
て

た
そ
の
批
判
論
法
が
吉
義
派
に
代
表
さ
れ
る
大
議
、
道
器
等
と
の
そ
れ
と
如
何

に
相
違
す
る
の
か
、

さ
ら
に
辻
『
正
偽
編
』
に
対
す
る
弁
駁
書
で
あ
っ
た
崇
廓

グ〉

『
傍
観
正
偽
篇
L

並
び
に
、
玄
杖
の

『
弾
妄
篇
』
と
の
関
係
考
な
ど
を
中
心

課
題
と
し
研
究
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

註@
大
麟
(
実
相
庵
)
が
、
興
正
寺
の
表
舞
台
に
登
場
す
る
の
は
、
興
正
寺
に
お

い
て
守
阿
弥
陀
経
L

を
侍
講
し
た
天
暁
四
(
一
七
八
四
)
年
で
あ
る
。
ま
た
本

願
寺
が
強
毘
に
興
正
寺
末
寺
出
上
を
行
っ
た
際
、
話
毘
元
立
寺
了
空
が
輿
正
寺

に
敦
い
を
求
め
た
手
紙
(
寛
政
三
年
正
月
十
八
5
付
)
の
中
に
、

抱
常
申
候
は
、
老
僧
へ
も
相
談
社
り
度
候
問
、
酉
五
日
致
二
延
引
一
呉
候
議

申
立
候
へ
共
、
一
向
間
入
不
v
申
、
一
命
に
も
可
二
椙
拘
一
議
相
見
え
秩
に

付
、
無
v
拠
多
入
数
に
付
、
被
ニ
取
巻
一
候
て
、
印
形
仕
置
侯
へ
共
、
拙
僧
本

八

心
よ
り
仕
ワ
候
部
形
に
て
辻
無
ν
之
、
右
等
の
不
法
一
味
仕
り
接
門
徒
共
に

御
座
候
へ
誌
、
拙
僧
本
心
不
ν
得
ν
止
之
言
。
中
島
慈
応
『
真
宗
法
探
史
』

(
法
文
蛤
一
九
一
一
)
一
四
八
頁
よ
り
転
載

と
あ
り
、
こ
の
「
老
僧
」
と
は
大
麟
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
寛
政

三
(
一
七
九
一
)
年
一
月
十
八
B
ま
で
は
生
存
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
で
き
る

0

9

大
原
性
実
「
真
宗
教
学
史
研
究
l

額
生
論
の
展
開
|
』
(
永
田
文
昌
堂
一
九

五
二
)
、
二
二
七
頁

号
木
村
武
夫
・
木
村
寿
コ
ニ
業
惑
乱
を
通
し
て
見
た
本
願
寺
教
団
の
変
貌
過
程
L

(
『
井
川
定
慶
博
士
喜
寿
記
念
日
本
文
化
と
浄
土
教
論
孜
』
一
九
七
四
)

④
可
茜
大
秀
『
真
宗
の
異
義
と
そ
の
歴
史
』
(
語
文
堂
一
九
七
七
)
、
一
八
五

頁
号
木
村
上
掲
論
文

e
千
葉
乗
隆
氏
「
近
世
本
願
寺
教
団
に
お
け
る
本
末
制
度

i
と
く
に
興
正
寺
の

離
反
問
題
に
つ
い
て
l

」
(
守
龍
谷
大
学
論
集
』
三
八
O

一
九
六
六
)

ま
た
大
麟
守
護
州
法
義
部
正
実
録
』
に
は
次
の
よ
う
に
為
る
。

旦
護
者
天
明
丙
午
之
冬
故
執
権
市
内
記
ヲ
以
テ
命
ヲ
甥
ッ
テ
日
夕
、
近
頃
讃
州

ノ
法
義
惑
乱
ニ
就
テ
往
日
汝
ニ
命
ジ
テ
正
偽
編
ヲ
書
シ
ム
ト
一
五
ヘ
ド
モ
、

未
タ
彼
邪
ニ
往
テ
破
邪
顕
正
セ
ル
コ
ト
ヲ
敢
テ
セ
ス
、
是
ヲ
以
テ
聖
教
ノ

法
要
ヲ
競
キ
出
テ
¥
教
戒
ノ
文
ヲ
割
、
ン
テ
、
明
春
年
ノ
春
、
役
邪
ニ
賜

ン
ト
ス
、
其
ノ
使
館
ノ
径
二
命
ス
ト
云
々
、
不
高
島
崎
山
ニ
堪
サ
レ
ド
モ
、

大
命
黙
止
シ
カ
タ
ク
恭
ク
命
ヲ
奉
ジ
テ
退
ク
、
市
シ
テ
今
春
、
執
権
内
記

浪
華
ニ
卒
ス
、
不
肖
モ
亦
欝
蕗
ス

こ
こ
に
は
、
興
正
寺
執
政
宅
関
内
記
の
命
に
よ
っ
て
『
正
鵠
編
』
が
書
か
れ
た

と
あ
る
。
し
か
し
、
「
天
明
丙
午
之
冬
L

は
、
『
正
偽
編
』
に
対
す
る
弁
駁
書
で

あ
っ
た
崇
寵
『
傍
観
正
鵠
篇
』
(
天
明
大
年
)
に
対
し
て
、
大
麟
が
再
び
反
駁
し

た
『
真
宗
安
心
正
鵠
後
編
』
の
著
さ
れ
た
年
で
あ
る
。
ど
ち
ら
に
し
て
も
、
大

麟
に
対
し
て
門
主
法
高
の
意
を
伝
え
た
そ
の
人
は
、
宅
関
内
記
で
あ
っ
た
と
考

え
て
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

⑦
千
葉
上
掲
論
文



寄
森
岡
清
美
氏
も
教
団
の
分
離
独
立
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

「
教
団
の
分
離
独
立
に
は
、
分
離
す
る
樽
の
母
教
団
と
の
関
連
に
お
け
る
設
求
不

満
が
多
か
れ
少
な
か
れ
原
因
と
な
っ
て
い
る
。
欲
求
不
満
は
入
を
逃
避
主
義
に

追
い
や
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
必
ず
し
も
分
離
主
義
に
結
び
つ
く
わ
け
で
は
な

い
し
、
分
離
も
地
理
的
事
清
や
政
治
的
権
力
の
介
入
な
ど
に
よ
り
、
欲
求
不
満

を
主
因
と
す
る
こ
と
な
し
に
起
る
こ
と
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
故
求
不
満
↓

分
離
独
立
と
い
う
因
果
関
係
が
成
立
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
わ
が
国
内
で
起

っ
た
教
団
の
分
離
に
は
欲
求
不
満
で
説
明
さ
れ
る
部
分
が
大
き
い
。
」
森
岡
清
美

『
真
宗
教
自
己
お
け
る
家
の
捧
造
』
(
御
茶
の
本
書
房
一
九
七
八
)
七
七
頁

⑤
『
大
谷
本
願
寺
通
紀
第
六
』
(
『
真
全
』
六
八
)
、
一
三
三
頁
。
玄
智
が
『
通

紀
』
を
編
纂
し
た
の
は
、
「
寛
政
三
年
辛
亥
七
月
」
(
第
四
奥
書
)
前
後
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。

@
主
に
、
千
葉
上
掲
論
文
、
並
び
に
児
玉
識
『
近
世
真
宗
の
展
開
過
程
i

西
日

本
を
中
心
と
し
て
1

』
(
吉
川
弘
文
館
一
九
七
六
)
に
よ
り

J

な
が
ら
ま
と
め
て

い
る
。

⑪
児
玉
上
掲
、
七
八
頁
、
児
玉
識
「
本
顧
寺
教
団
に
お
け
る
本
末
制
度
解
体
の

背
景
i
興
正
寺
と
訪
長
寺
院
の
関
係
を
中
心
に
i
」
(
宮
崎
円
遵
博
士
還
一
瞥
記
念

会
編
『
真
宗
史
の
研
究
宮
崎
博
士
還
暦
記
念
』
永
田
文
昌
堂
一
九
六
六
)

参
照

⑫
克
玉
上
謁
、
九
九
頁
以
持
、
並
ぴ
に
克
玉
上
掲
論
文
参
照

⑬
千
葉
乗
経
「
四
国
に
お
け
る
真
宗
教
団
の
展
開
」
(
『
龍
谷
大
学
論
集
』
三
五

八
一
九
五
八
)
、
藤
原
良
行
「
讃
岐
に
お
け
る
真
宗
教
団
の
展
開

L
t真
宗
研

究
』
一
一
一
一
九
六
七
)

⑫
『
龍
谷
大
学
三
百
年
史
』
(
龍
谷
大
学
出
腹
部
一
九
三
九
)
、
一
八
六
頁

⑬
『
本
顕
寺
文
書
』
「
興
正
寺
一
件
文
書
」
(
千
葉
上
掲
論
文
所
引
)

⑬

τ
真
宗
全
書
』
五

O
、
八
四
頁

。
『
真
宗
全
書
』
五

O
、
八
六
頁

③
『
龍
谷
大
学
三
百
年
史
』
(
龍
谷
大
学
出
版
部

⑬
『
真
宗
全
書
』
五

O
、
九
二
頁

大
鱗
『
真
宗
安
心
正
偽
編
』
成
立
の
一
考
察

一
九
三
九
)
、

@
克
玉
上
掲
、
一

O
八
頁
参
顕

愈
讃
州
東
二
村
東
光
寺
了
空
は
、
生
没
不
明
。

@
京
都
光
隆
寺
教
乗
は
、
大
麟
守
真
宗
金
闘
杵
』
に
「
教
乗
な
る
も
の
讃
陽
栗

熊
の
産
に
し
て
其
一
法
罪
な
る
を
以
て
泰
通
院
義
教
こ
れ
を
弟
子
と
す
。
」
と
あ

る
。
ま
た
『
龍
谷
大
学
三
百
年
史
』
に
辻
「
安
永
二
年
三
月
十
三
自
残
、
年
四

十
三
」
(
一

O
二
頁
)
と
あ
り
、
逆
算
し
て
生
没
を
号
、
え
る
と
享
保
十
五
年
(
一

七
三

O
年
)
に
生
ま
れ
、

i

安
永
二
年
(
一
七
七
三
年
)
没
し
た
こ
と
に
な
る
。

『
鞘
之
聞
論
議
』
(
『
真
宗
全
書
L

五
O
巻
所
収
)
に
は
、
「
御
用
憎
光
隆
寺
教
乗
」

と
し
て
登
場
し
て
い
る
。

⑤
『
真
宗
全
書
』
六
八
、
自
O
六
夏

@
こ
の
こ
と
辻
、
『
異
誇
紀
事
』
(
『
真
宗
全
書
』
五

O
、
四
O
七
頁
)
に
も
記
さ

れ
て
い
る
。

某
年
某
月
。
興
門
主
使
下
三
党
寺
至
ニ
讃
州
」
盛
斥
中
一
念
義
日
教
乗
党
不
v

勝
二
憤
怒
ベ
語
ニ
決
是
非
」
事
間
二
子
高
松
府
ベ

天
明
二
年
壬
寅
二
月
。
教
乗
間
十
二
人
。
遭
-
一
高
松
侯
荊
罰
一
悉
ニ
家
賃
田

産
一
掻
ν
寺
。
令
ν
寄
二
食
童
家
諸
寺
ベ

専
龍
寺
・
超
薫
・
慈
光
寺
・
酉
覚
寺
・
慈
泉
寺
・
西
蓮
寺
・
万
福
寺
・
勝
福

寺
・
願
書
寺
・
称
護
寺
・
長
覚
寺
・
養
福
寺
・
尊
覚
寺
乗
慧
・
或
云
二
依
念

一
一
乗
・
合
十
陸
入
。
四
月
九
日
西
蓮
寺
乗
瑞
。
乗
v
・
夜
遁
去

@
「
頼
ミ
ナ
ヲ
シ
」
と
は
、
『
正
偽
編
』
に
、
「
軌
期
作
法
底
を
事
と
し
三
業
各
立

し
て
婦
命
を
談
し
一
概
に
身
口
の
二
業
に
よ
せ
て
そ
の
軌
射
を
な
さ
し
む
る
を

頼
み
な
を
し
と
号
す
。
」
と
あ
る
。

@
森
岡
吉
美
『
真
宗
教
団
と
「
家
」
制
度
増
補
版
L

(

創
文
社

五
一
二
頁
以
下
参
毘

⑧
『
龍
谷
大
学
三
百
年
史
』
(
龍
谷
大
学
出
版
部

一
九
六
二
)

一
九
三
九
)
二
五
七
頁

一
九
一
頁

九


